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地
域
を
走
り
続
け
た

　
　
　
“
カ
ブ
ト
ム
シ
”

　
デ
キ
12
形
機
関
車
は
、
長
い
パ
ン

タ
グ
ラ
フ
（
電
気
を
取
り
込
む
装

置
）
と
Ｌ
字
型
の
車
体
が
特
徴
で
、

そ
の
姿
か
ら
「
カ
ブ
ト
ム
シ
」
と
い

う
愛
称
で
親
し
ま
れ
ま
し
た
。

　
大
正
９
年
に
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ェ
フ

ェ
リ
ー
社
で
製
造
さ
れ
た
車
両
で
、

も
と
も
と
は
鉱
山
用
ト
ロ
ッ
コ
で
し

た
が
、
電
気
機
関
車
と
し
て
改
造
さ

れ
ま
し
た
。

　
ハ
ン
ド
ブ
レ
ー
キ
を
常
用
し
、
非

常
時
に
は
電
気
ブ
レ
ー
キ
を
備
え
る

な
ど
、 

当
時
と
し
て
は
実
用
性
の
高

い
車
両
で
し
た
。

草
軽
電
気
鉄
道
の
あ
ゆ
み

　

草
軽
電
気
鉄
道
は
、
大
正
４
年

に 

「
草
津
軽
便
鉄
道
」
と
し
て
営
業

を
開
始
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
大

正
13
年
に 

「
草
津
電
気
鉄
道
株
式
会

社
」
へ
と
名
称
を
変
更
し
ま
す
。 

　
さ
ら
に
大
正
15
年
に
は
、 

新
軽
井

沢
か
ら
草
津
温
泉
ま
で
の
55
・
５
㎞

が
電
化
さ
れ
、 

鉄
道
と
し
て
大
き
く

発
展
し
ま
し
た
。 

こ
の
鉄
道
は
、

避
暑
地
と
し
て
訪
れ
る
観
光
客
の
移

動
手
段
と
し
て
だ
け
で
な
く
、 

地
域

に
暮
ら
す
人
々
の
生
活
を
支
え
る
重

要
な
交
通
機
関
で
も
あ
り
ま
し
た
。

“
カ
ブ
ト
ム
シ
”が
町
有
形
文
化
財
に 

―
草
軽
電
気
鉄
道 

デ
キ
12
形
機
関
車
―

　
３
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
定
例
教
育
委
員
会
の
審
議
を
経
て
、
草
軽
電
気

鉄
道
の
電
気
機
関
車
「
デ
キ
12
形
」
が
、
町
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
指
定
文
化
財
は
30
件
と
な
り
ま
し
た
。

▲「旧軽井沢駅舎記念館前に保存されているデキ12形機関車」
　車体に記された「13」は13号機であることを示しています。

▲「軽井沢と草津を結んだ草軽電気鉄道」
画像出典：「昭和34（1959）年７月15日　草軽電車バス時刻表」

歴史民俗資料館所蔵　　　　　　　　　
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地
域
を
支
え
た
鉄
道

　
草
軽
電
気
鉄
道
は
、
人
の
移
動
だ

け
で
な
く
、 
生
活
物
資
の
輸
送
に
も

大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。 

特
に
浅
間
山
麓
で
は
農
業
や
林
業
、

鉱
業
が
盛
ん
で
あ
り
、 
硫
黄
や
石

炭
、
木
材
な
ど
が
主
要
な
輸
送
品
で

し
た
。 

こ
う
し
た
物
資
の
輸
送
は

地
域
の
産
業
を
支
え
、 

雇
用
の
創
出

に
も
つ
な
が
る
な
ど
、
地
域
社
会
に

大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

廃
線
と
そ
の
後

　
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て
き
た
草

軽
電
気
鉄
道
で
す
が
、 

他
の
交
通
機

関
と
の
競
合
や
台
風
に
よ
る
被
害
な

ど
の
影
響
に
よ
り
、 

次
第
に
経
営
が

厳
し
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

路

線
を
守
ろ
う
と
す
る
運
動
も
行
わ
れ

ま
し
た
が
、 

昭
和
37
年
12
月
、
惜
し

ま
れ
な
が
ら
廃
線
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
昭
和
39
年
に
車
両
は
町

へ
寄
贈
さ
れ
、 

中
央
公
民
館
の
庭
な

ど
で
展
示
さ
れ
た
の
ち
、 

現
在
は
、

し
な
の
鉄
道
軽
井
沢
駅
旧
駅
舎
口
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
化
財
と
し
て
の
価
値

　

草
軽
電
気
鉄
道
が
廃
止
さ
れ
た

年
、
車
両
の
多
く
は
そ
の
役
目
を
終

え
、
解
体
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ

の
中
で
も
デ
キ
12
形
13
号
機
は
、

廃
線
直
前
ま
で
使
用
さ
れ
、
最
後

ま
で
走
り
続
け
た
車
両
の
ひ
と
つ
で

し
た
。 

　
そ
し
て
現
在
、
そ
の
13
号
機
は
デ

キ
12
形
機
関
車
と
し
て
現
存
す
る
唯

一
の
車
両
で
あ
り
、
当
時
を
今
に
伝

え
る
象
徴
的
な
一
両
と
な
っ
て
い
ま

す
。
地
域
の
人
々
の
移
動
や
物
流
を

支
え
、
軽
井
沢
と
草
津
を
結
ぶ
高
原

【
問
い
合
わ
せ
】

生
涯
学
習
課　
文
化
振
興
係

45‐８
６
９
５

▲「子どもや女性がホームで待っている様子」  森澤勇氏撮影、森澤ケン氏提供

▶「
硫
黄
を
運
搬
し
て
い
る
と
こ
ろ
」  
小
林
恒
治
氏
撮
影

　軽井沢観光会館では、草軽交通株式会社より贈られたデキ 12 形
機関車のミニチュア模型をはじめ、草軽電気鉄道にまつわる貴重な
資料を展示しています。 かつて軽井沢と草津を結び、多くの人々
に親しまれた鉄道の歴史や魅力を楽しみながら感じてみませんか。

デキ12形機関車や草軽電気鉄道の歴史をもっと知ろう

【施設情報】 軽井沢観光会館
　開館時間　９時から17時まで　　休 館 日　年末年始
　入 館 料　無料　　【問い合わせ】  42‐５５３８

鉄
道
の
歴
史
を
今
に
伝
え
る
特
別
な

存
在
と
い
え
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
文
化
財
指
定
は
、
そ

の
唯
一
性
と
歴
史
的
価
値
が
正
式
に

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
交
通
の
歴

史
を
知
る
こ
と
は
、
軽
井
沢
の
成
り

立
ち
や
未
来
を
考
え
る
大
切
な
手
が

か
り
と
な
り
ま
す
。

１
０
０
周
年
の
節
目

　
今
年
は
、
新
軽
井
沢
か
ら
草
津
温

泉
間
の
全
線
電
化
完
成
か
ら
１
０
０

周
年
と
い
う
節
目
の
年
で
も
あ
り

ま
す
。

　
地
域
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
こ
の

機
関
車
を
、
ぜ
ひ
間
近
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。
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7.　交流センター計画

基本的な考え方

庁舎と連携し、 住民生活をサポート
する交流センター

交流センター１階の考え方

誰でもいつでも “~ したい” に出会うトライアングル

ふらりと寄りたくなる住民交流の “居場所” へ

　庁舎を囲む円環状の平面の中で、 “〜したい” が見つかる

場を目指します。 現在の中央公民館や老人福祉センター

での活動が円滑に継続される、 多世代の住民の日常

的な “居場所 （サードプレイス）” となる、 また庁舎機能と

連携し住民生活をサポートする施設を計画します。

　様々な機能や空間が 3 つ以上の関係性 （トライアングル）

で連携することで、 活動内容や質の化学反応が起こる空間

を目指します。 また、 空間同士を正対ではなく角度をつけて

配置することで、 より自由で立体的な関係性が生まれます。

　交流センター１階には、 人々の活動が賑やかにつながる

“動” の空間を計画します。 住民活動センター、 工作室、

ホール、 講義室といった活動空間が並ぶ “まちの縁側” と、

広々とした緑がひろがる、 “緑の縁側” が、 互いに補完し

合いながら、 季節を通じて多世代が集う場を創出します。

●ホール：一定の防音性能を確保した演奏環境を整備し

ます。 平土間とすることで、今までの矩形の舞台を超えて、

表現方法も広がりを持ちます。

●ハーモニー広場：文化活動、 町の紹介など情報発信の

場として、 ホール、 講義室、 大会議室、 庁舎をつなぐ

ホワイエ空間を計画します。

●四季の広場：季節、 天候に応じて屋内、 半屋内に変化

する、 中庭と緑の縁側をつなぐ場を計画します。 子どもた

ちが賑やかに安全に遊べます。

●活動広場： 子どもたちから高齢者まで様々な世代の

人々が、 活動を持ち寄る場を計画します。 大階段や

対話の間で自然に会話が生まれます。

第2章　建築計画

第２章　建築計画

N

EV

交流センター１階

軽井沢町 庁舎改築周辺整備基本設計山下設計・三浦慎建築設計室 設計共同体 2025_12_11

X.交流センター

庁舎エリア

ホールホール

南玄関南玄関

小スタジオ
1-1

小スタジオ
1-1

中スタジオ
1-2

中スタジオ
1-2

中スタジオ
1-1

中スタジオ
1-1

楽器庫楽器庫

屋内と屋外の活動が、
天候に合わせて柔軟に一体化
屋内と屋外の活動が、
天候に合わせて柔軟に一体化

コミュニティバスから

屋外活動の場

一定の防音性能エリア一定の防音性能エリア

まちの縁側

緑の縁側

屋外へ開放できる屋内活動の場

屋内活動の場

庁舎 議会

交流センター
軽井沢病院

広場
広場

庭庭

中庭
講義室講義室 「活動広場」「活動広場」

「四季の広場」「四季の広場」

キッズスペースキッズスペース 住民活動
センター
住民活動
センター

交流センター
事務室

交流センター
事務室

大会議室大会議室

大会議室大会議室

中会議室中会議室

防災倉庫防災倉庫

和室和室

カフェカフェ

工作室工作室

「ハーモニー広場」「ハーモニー広場」

大会議室大会議室

ハーモニーの庭ハーモニーの庭

工房の庭工房の庭

対話の間対話の間

対話の間対話の間

WCWC

小会議室小会議室

EVEV

WCWC
WCWC

相談窓口相談窓口

大階段大階段

学びの庭学びの庭

東玄関東玄関

中庭中庭

森の駐車場、
ロータリーから

中軽井沢駅から

「待合広場」「待合広場」

ものづくり ・ ワークショップ

まちづくり ・ 住民活動促進

展示 ・情報発信の場 芸術 ・表現活動 多世代交流

子育て支援

文化活動

• 建物全体に発表の場、集いの場が発生します。合唱、
演劇、吹奏楽など、様々な活動が、アイディア
次第で建物全域に広がります。

• 中庭は３方向から視線が通りながら、外からは少し
守られた空間になります。小さな子どもが安心して
過ごせる場になります。

• キッズスペース（保護者の来庁時の待合）や大階段に
接し、１、２階を通じて多世代交流の場になります。

• 活動をサポートする住民活動センターと、カフェ
を併設する対話の間、大小の会議室が、まちづくり
の集いをサポートします。

• 和室が隣にあることで、乳幼児連れの会合も気軽
に開催できます。

• 住民活動の情報発信が、建物の内外に広がります。
地域活動みほん市や学校の活動発表、文化祭など
の活動が、天候や季節に合わせて柔軟に開催可能
になります。

●ホール -ステップテラス -大階段 ●活動広場 -中庭 -大階段●ハーモニーの庭 -ホール -ハーモニー広場

●住民活動センター -対話の間 
　-交流センター事務室

• 活動広場に面して、工作室や大階段があります。
• 工作室の表には、気軽に参加できるお絵描きなど
の道具、工作室の内部には少し専門的な道具が
並びます。放課後の気軽なものづくりや夏休みの
宿題など、様々な創作活動を支えます。

• 天候に合わせて工房の庭や四季の広場などに活動
を広げることが可能です。

●活動広場 -工作室 -工房の庭

• 東側入口を入ると、和室や情報発信コーナーが
あります。軽井沢町を訪れた方へ、日本文化や
軽井沢町についての紹介の場となります。

●対話の間 -和室 -情報発信コーナー

• 子連れの方が、庁舎で相談の際、子どもは視線が
繋がるキッズスペースや中庭の 1階で遊びながら
待つことができます。

●相談窓口（庁舎）-キッズスペース -
　中庭（1階）

• 軽井沢夏期大学や文化祭など、学びや発表の場を
建物の色々な場所に想定します。

●学びの庭 -対話の場 -講義室
　活動広場 -大階段 -会議室

生涯学習

○多世代が ”～したい ” を持ち寄る交流センター
・軽井沢に住まう人々が、気軽に寄り、ひとりひとりの多様性
を受け入れる、多世代交流施設をめざします。
・庁舎を囲む円環状の平面のなかで、まなび、あそび、うた
い、かたり、つくり、それぞれが”～したい”を見つける場を目
指します。

ホール、ハーモニーの庭と広場 ハーモニー広場ー講義室ーハーモニー広場 四季の広場ー工作室ー工房の庭 工作室ー対話の間ー活動ひろば
�軽井沢文化祭や地域活動見本市などの活動団体の多様
な催しを、建物内外と通じてより発想豊かに開催
�一定の防音性能を確保したのびのびとした演奏環境

�ポ‐ロ，購誼湿，醍回菊湿，張射ァてぬげポイウオ寓関
�丙何滑堂，聴ば菖解ぬに条宝髪唇ば嬢

�季節、天候に応じて屋内、半屋内に変化
�放課後のこどもたちがにぎやかに安全に遊べる空間
�中庭とみどりの縁側をつなぐ場

�朋貨悟ばさにやちっ，吟麟ば剛歴車ぬに溶〇ぬ畝大ば
人々が、活動を持ち寄る場
�醍凱談ど辞禅ね希れ甜う回賄ぎ精むゎろ嬢

○  ”~したい ”に出会うトライアングル。
・廊下をまっすぐ通り抜けるのではなく、色々な機能が3角
形の関係（トライアングル）で繋がります。
庁舎にきた人が、入口でものづくりに出会う。講義を聞き
に来た人が、通りすがりに音楽に出会う。

○  ”~ したい ” に出会うトライアングル。
交流センター１階には、人々の活動が賑やかにつな
がる” 動” の空間を計画します。住民活動センター、工
作室、ホール、講義室といった活動空間が並ぶ” まち
の縁側” と、広々とした緑がひろがる、” みどりの縁側” 
が、互いに補完し合いながら、季節を通じて多世代が
つどう場を創出します。

N

EV

交流センター１階

軽井沢町 庁舎改築周辺整備基本設計山下設計・三浦慎建築設計室 設計共同体 2025_12_11

X.交流センター

庁舎エリア

ホールホール

南玄関南玄関

小スタジオ
1-1

小スタジオ
1-1

中スタジオ
1-2

中スタジオ
1-2

中スタジオ
1-1

中スタジオ
1-1

楽器庫楽器庫

屋内と屋外の活動が、
天候に合わせて柔軟に一体化
屋内と屋外の活動が、
天候に合わせて柔軟に一体化

コミュニティバスから

屋外活動の場

一定の防音性能エリア一定の防音性能エリア

まちの縁側

緑の縁側

屋外へ開放できる屋内活動の場

屋内活動の場

庁舎 議会

交流センター
軽井沢病院

広場
広場

庭庭

中庭
講義室講義室 「活動広場」「活動広場」

「四季の広場」「四季の広場」

キッズスペースキッズスペース 住民活動
センター
住民活動
センター

交流センター
事務室

交流センター
事務室

大会議室大会議室

大会議室大会議室

中会議室中会議室

防災倉庫防災倉庫

和室和室

カフェカフェ

工作室工作室

「ハーモニー広場」「ハーモニー広場」

大会議室大会議室

ハーモニーの庭ハーモニーの庭

工房の庭工房の庭

対話の間対話の間

対話の間対話の間

WCWC

小会議室小会議室

EVEV

WCWC
WCWC

相談窓口相談窓口

大階段大階段

学びの庭学びの庭

東玄関東玄関

中庭中庭

森の駐車場、
ロータリーから

中軽井沢駅から

「待合広場」「待合広場」

ものづくり ・ ワークショップ

まちづくり ・ 住民活動促進

展示 ・情報発信の場 芸術 ・表現活動 多世代交流

子育て支援

文化活動

• 建物全体に発表の場、集いの場が発生します。合唱、
演劇、吹奏楽など、様々な活動が、アイディア
次第で建物全域に広がります。

• 中庭は３方向から視線が通りながら、外からは少し
守られた空間になります。小さな子どもが安心して
過ごせる場になります。

• キッズスペース（保護者の来庁時の待合）や大階段に
接し、１、２階を通じて多世代交流の場になります。

• 活動をサポートする住民活動センターと、カフェ
を併設する対話の間、大小の会議室が、まちづくり
の集いをサポートします。

• 和室が隣にあることで、乳幼児連れの会合も気軽
に開催できます。

• 住民活動の情報発信が、建物の内外に広がります。
地域活動みほん市や学校の活動発表、文化祭など
の活動が、天候や季節に合わせて柔軟に開催可能
になります。

●ホール -ステップテラス -大階段 ●活動広場 -中庭 -大階段●ハーモニーの庭 -ホール -ハーモニー広場

●住民活動センター -対話の間 
　-交流センター事務室

• 活動広場に面して、工作室や大階段があります。
• 工作室の表には、気軽に参加できるお絵描きなど
の道具、工作室の内部には少し専門的な道具が
並びます。放課後の気軽なものづくりや夏休みの
宿題など、様々な創作活動を支えます。

• 天候に合わせて工房の庭や四季の広場などに活動
を広げることが可能です。

●活動広場 -工作室 -工房の庭

• 東側入口を入ると、和室や情報発信コーナーが
あります。軽井沢町を訪れた方へ、日本文化や
軽井沢町についての紹介の場となります。

●対話の間 -和室 -情報発信コーナー

• 子連れの方が、庁舎で相談の際、子どもは視線が
繋がるキッズスペースや中庭の 1階で遊びながら
待つことができます。

●相談窓口（庁舎）-キッズスペース -
　中庭（1階）

• 軽井沢夏期大学や文化祭など、学びや発表の場を
建物の色々な場所に想定します。

●学びの庭 -対話の場 -講義室
　活動広場 -大階段 -会議室

生涯学習

○多世代が ”～したい ” を持ち寄る交流センター
・軽井沢に住まう人々が、気軽に寄り、ひとりひとりの多様性
を受け入れる、多世代交流施設をめざします。
・庁舎を囲む円環状の平面のなかで、まなび、あそび、うた
い、かたり、つくり、それぞれが”～したい”を見つける場を目
指します。

ホール、ハーモニーの庭と広場 ハーモニー広場ー講義室ーハーモニー広場 四季の広場ー工作室ー工房の庭 工作室ー対話の間ー活動ひろば
�軽井沢文化祭や地域活動見本市などの活動団体の多様
な催しを、建物内外と通じてより発想豊かに開催
�一定の防音性能を確保したのびのびとした演奏環境

�ポ‐ロ，購誼湿，醍回菊湿，張射ァてぬげポイウオ寓関
�丙何滑堂，聴ば菖解ぬに条宝髪唇ば嬢

�季節、天候に応じて屋内、半屋内に変化
�放課後のこどもたちがにぎやかに安全に遊べる空間
�中庭とみどりの縁側をつなぐ場

�朋貨悟ばさにやちっ，吟麟ば剛歴車ぬに溶〇ぬ畝大ば
人々が、活動を持ち寄る場
�醍凱談ど辞禅ね希れ甜う回賄ぎ精むゎろ嬢

○  ”~したい ”に出会うトライアングル。
・廊下をまっすぐ通り抜けるのではなく、色々な機能が3角
形の関係（トライアングル）で繋がります。
庁舎にきた人が、入口でものづくりに出会う。講義を聞き
に来た人が、通りすがりに音楽に出会う。

○  ”~ したい ” に出会うトライアングル。
交流センター１階には、人々の活動が賑やかにつな
がる” 動” の空間を計画します。住民活動センター、工
作室、ホール、講義室といった活動空間が並ぶ” まち
の縁側” と、広々とした緑がひろがる、” みどりの縁側” 
が、互いに補完し合いながら、季節を通じて多世代が
つどう場を創出します。

図：交流センター活動イメージ (1 階 )

図：新施設の機能や空間の関係性
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待合広場
●窓口と中庭に面して配置し、 見通

しが良く、 明るく開放的な空間

●テーブルやソファーなど多様な席

を配置

●庁舎出入口 （北） に隣接して総

合案内を配置

クイック窓口
●証明書発行など、 最も利用者が

多く、 かつ短時間で済む窓口を

集約

●ハイカウンターを基本とし、 サー

ビスの円滑化を図る （車いす用の

ローカウンターも併設）

ステイ窓口
●相談など、 時間を要する手続きの

窓口

●独立したテーブル席とローパー

ティションで構成し、 リラックスして

相談サービスを提供できる環境を

確保

相談ブース
●高さ 2 ｍ程度のパーティションで

構成し、 適度なプライバシーを確

保したブース空間

●利用者の気配を感じられる仕様と

し、 トラブル等の際に別の職員が

駆けつけ対応できる計画

相談室
●完全個室のプライバシーに配慮し

た計画

●利用者に配慮し、 奥まった位置

に配置。 隔て壁は遮音性能を確

保 （NC-30 相当）

●扉は明り取り用の小窓を設置

　クイック窓口(証明書発行等の短時間手続き ) とステイ窓口

(相談等の時間を要する手続き ) を明確に区分し、 利便性

の向上と待ち時間の短縮を図る目的別窓口を基本とします。

　来庁者が1か所に留まってサービスを受けるワンストップ

サービスを実現するため、 職員が入れ替わりながら対応する

デリバリー方式を検討します。 また、 将来の予約システム導

入を見据え、 窓口を目的により固定化せず、 空き状況に応じ

て自由に場所を選択できるフリーアドレス対応の窓口システム

( アドレスサイン等 ) を検討します。

　ワンストップサービスを円滑に実現するため、窓口ゾーンを「ク

イック窓口」 「ステイ窓口」 「相談ブース (セミクローズ )」 「相談

室 ( クローズ )」 の 4つで構成し、 各ゾーンの後方には職員

の移動を支える横動線を配置します。 このゾーン区分と動線

計画により、 ワンストップサービス実施時の各課職員間の連

携がスムーズになり、 デリバリー対応も効率化されます。

　これにより、 窓口サービスの質向上と職員の業務負担軽減

を両立し、 利用者と職員の双方にとって使いやすい窓口環

境を創出します。

第2章　建築計画

第２章　建築計画

5.　オフィス ・窓口計画

オフィスゾーン

クイック窓口

総合案内

ステイ窓口相談ブース

相談室 相談室

庁舎出入口（北）

部署横断通路

来庁者動線

ステイ窓口

相談ブース

窓口計画の基本的な考え方

窓口のゾーニングの考え方

クイック窓口

ステイ窓口

ステイ窓口

キッズスペース

ステイ窓口

ステイ窓口

相談ブース

窓口サイン窓口サイン窓口サイン窓口サイン

窓口サイン

窓口サイン

POSレジ

POSレジ

相談室

相談室

相談室

相談室

発券機・記載台

総合案内

庁舎南入口

庁舎出入口（まちの縁側に設置）
・自動扉と視認性の高いガラス壁で
計画

・季節の良い中間期（5-6月 ,10 月）
は開放

・冷暖時は閉め、空調効率を向上
・閉庁時はロックし、防犯性確保

キッズスペース
・キッズスペースに隣接してステイ窓
口を配置

・幼児を遊ばせながら相談できる
・おむつ替え、授乳できるベビールー
ムを併設

総合案内（コンシェルジュ）
・多くの来庁者が利用する（来庁者
駐車場に近い）庁舎出入口（北）
に隣接して配置

・近くに発券機、記載台を配置

窓口サイン
・窓口に近く、視認性の高い「柱」
に設置

・目的別窓口サインとアドレスサイン
を併記

・目的別サインを取り外すことで、フ
リーアドレス窓口に対応

POSレジ
・手数料が支払える端末を複数設置

庁舎北入口

POSレジ
オフィスゾーン

中庭

待合広場

交流センター交流センター

EV

EV

階段
階段

目的別窓口を基本とし、
ワンストップサービスに対応できる窓口

図：窓口のゾーニング図

相談ブース

●概算事業費 ●スケジュール

　短時間の手続き窓口（ク
イック窓口）と長時間の手続
き窓口（ステイ窓口）を受け
る窓口を分けることで、利便
性の向上と待ち時間の短縮を
図ります。さらに来庁者が１
つの窓口で様々な手続きが行
えるワンストップ窓口を導入
することで窓口サービスの向
上につながります。

　これまで中央公民館や老人福祉センターで行っていた活動に加え、多様化する住民の要望・ニーズに応え
「公民館」から、より自由度が高い「交流センター（公民館＋新たな活動の場）」への移行を計画しています。

１階　庁舎エリア

１階　交流センターエリア

区　分 金　額
建設費 77.5億円

外構工事費 14.5億円
解体費 4.8億円

備品購入費・
システム移転費 6.6億円

設計費・調査費・
用地取得費等 20.5億円

合　計 123.9億円

【問い合わせ】
　新庁舎周辺整備課　新庁舎周辺整備室
　　　　　　　　　　　　  46‐9065

町ホームページ
庁舎改築周辺整備事業

について

令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度

実施設計 公告・
入札 建設工事

現庁舎・
公民館解体

供用開始

基本設計を策定しました
●レイアウトについて
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　令和５年度から約３年の見直し期間を経て、施設の配置、機能、規模などの基本事項がまとまりましたの
で、令和11年度秋のオープンに向けて準備を進めていきます。詳しくは町ホームページをご覧いただくか、
担当課へお問い合わせください。

構　　造　鉄筋コンクリート造＋鉄骨造
　　　　 （一部木造）
階　　数　地上３階
延床面積　約9,635㎡
　　　　 （新施設：8,550㎡／付属施設1,085㎡）
駐車台数　225台
　　　　 （利用者用170台、公用車用55台)

●軽井沢らしい建物
　中庭があることで建物の高さが抑えられる
ことや多角形で建物の一辺を短くすることで
周辺住宅地に対する圧迫感を軽減するととも
に浅間山の山並みと調和する低層の「質実剛
健で品格ある“軽井沢らしい建物”」となり
ます。

●一体化による合理化
　現在、中央公民館や木もれ陽の里に分散し
ている機能を集約し、手続きを新施設のみで
完結できるようにします。
　また、中央公民館は交流センターへ移行
し、新施設と一体化となることで、庁舎と交
流センターで共有できる部分ができ、合理的
な施設運営が行えます。

●多世代の居場所となる施設
　一体化した新施設では、従来の活動が目に
触れやすく、日常の中に新たなつながりが生
まれる空間となることで、子どもから高齢者
まで様々な人が集まる居場所となるようにし
ます。

新施設の特徴●建築概要

庁舎改築周辺整備事業  

●位置図
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ゴールデンウィーク中のじん芥処理場の開場日とごみ収集日

　ごみ集積所は「個人のごみ捨て場」ではありません。
地域の方々の協力により、周辺環境が維持されている公
共の設備です。ルールを守らないゴミ出しは、集積所周
辺の環境悪化や集積所の破損、クマなどの野生動物を引
き寄せる原因となります。排出場所・排出時間や分別の
ルールを厳守してください。

◦ごみは必ず分別し指定袋に入れ、記名欄に記名をして
排出してください。

◦集積所にごみを出せる曜日は地区により異なるため、
町ホームページやごみ分別ガイドブックなどで確認す
るか、問い合わせてください。

◦場内は徐行運転をしてください。
【問い合わせ】
　環境課　衛生係　 45-8556

じん芥処理場
開場時間

各地区集積所
排出時間

４月29日（水・祝）
８時30分から

16時まで
６時から

８時30分まで４月30日㈭

５月１日㈮

５月２日㈯ ８時30分から
12時まで 収集無し

５月３日（日・祝） 閉　場 収集無し

５月４日（月・祝）
８時30分から

16時まで
６時から

８時30分まで５月５日（火・祝）

５月６日（水・振）

町ホームページ
ゴールデンウイーク中の
じん芥処理場の開場日

軽
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沢
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通
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化
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５
月
６
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。
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追
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。

【
問
い
合
わ
せ
】

住
民
課　
交
通
政
策
係

45‐８
５
４
０

　工事のため町道鶴溜線の通行止めを行っています。
　ゴールデンウィーク期間中（５月６日（水・祝）まで）は通行できますが、５月７日㈭より再
度通行止めとなります。付近を通行する際は、誘導員や案内看板等に従ってください。
　ご不便をおかけしますが、ご理解ご協力をお願いします。

町道鶴溜線通行止めのお知らせ

【問い合わせ】　地域整備課　道路河川係　 45-8582
町ホームページ

鶴溜線道路改良無電柱化工事
について

軽井沢交通快適化
対策を実施します
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西
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側
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間
点

●
大
会
名
：
軽
井
沢
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
2
0
2
6

●
開
催
日
：
2
0
2
6
年
5月
17
日
（
日
）
　
●
コ
ー
ス
：
軽
井
沢
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
ス
キ
ー
場
駐
車
場
発
着
　

●
種
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1.
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9
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ァ
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●
参
加
定
員
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ー
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ソ
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 5
,5
0
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 2
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組
5
0
0人
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軽
井
沢
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／
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井
沢
観
光
協
会
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ま
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実
行
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会
／
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社
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陸
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月
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軽
井
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2
6
開
催
に
伴
い
、
以
下
の
よ
う
に
交
通
規
制
が
実
施
さ
れ
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す
。

皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

軽
井
沢
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
2
0
2
6

な
ら
び
に

※
当
日
の
気
象
状
況
等
に
よ
り
、
レ
ー
ス
展
開
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
交
通
規
制
時
間
に
も
変
更
が
あ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

2
0
2
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5
月
1
7
日（
日
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終
日
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ま
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。

大
会
当
日
は
路
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バ
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行
時
間

が
一
部
変
更
に
な
り
ま
す
。
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に
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が
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お

願
い

し
ま

す
。

大
会

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ



= 8 ＝令和８年５月１日　第766号

　春の花が咲き、鳥たちのさえずりもにぎやかな季節がやってきました。レッドデータブックの策定に向けた
生物調査は、これから９月にかけて本格化していきます。期間中、町内各所で、腕章を着用した調査員が活動し
ます。地域の貴重な自然を記録する大切な取り組みですので、活動へのご理解とご協力をお願いします。

　さて、今回は「自然観察会」の案内です。町内に残された貴重な自然環境である草原や湿地、農耕地にくらす
生き物たちをたずね、その生き物たちを守っていくために何ができるのかをみんなで考えます。自然観察会は全
２回を予定しており、第２回の詳細は６月号にて案内します。

自然観察会「軽井沢の草原で探る！生き物たちのくらしとつながり」
　第１回目は、軽井沢に残る草原環境のひとつ、町の天然記念物「風越鷲穴半自然草原（かざこしわしあなはん
しぜんそうげん）」をたずねます。虫の先生 栗岩竜雄さん（昆虫生息環境保全研究会）と植物の先生 新井勝利
さん（植物園長）と一緒に、軽井沢の草原にくらす昆虫と植物を探しに出かけます。
＊観察会の内容は、小学生から中学生向けとなります。

　と　　き　６月27日㈯　９時から12時まで
　と こ ろ　植物園　自然園（風越鷲穴半自然草原）
　対 象 者　町民および別荘所有者　
　　　　　　※小学生以上、親子参加歓迎
　参 加 費　無料
　定　　員　30名程度
　　　　　　（応募者多数の場合は抽選）
　申込方法　ながの電子申請サービス
　　　　　　窓口：役場　環境課　⑦番窓口
　　　　　　FAX：46-3165
　申込期間　５月11日㈪９時から６月５日㈮17時まで

〜プチコラム　軽井沢は草原が広がる場所だった〜
　浅間山の噴火の影響により、軽井沢にはかつて草原が広がっていました。しかし、明治時代以降に行われ
た植林、水田の開拓、別荘地・レジャー施設の開発などによって、軽井沢の風景は大きく変わりました。町
内に残る草原は、今ではわずかとなっています。
　そうしたなかで、軽井沢の草原にくらす動物や植物の減少が指摘されています。

【問い合わせ】　環境課　環境政策係　 45-8556

軽井沢の自然を紐解き、未来につなぐ
～軽井沢町版レッドデータブック作成中！～

風越鷲穴半自然草原
写真提供：大塚敏之氏

上　ヒメシジミ　左♀　右♂
下　キアゲハ　卵
写真提供：栗岩竜雄氏

町ホームページ
自然観察会を開催します

ながの電子申請サービス
参加申込フォーム

　「自然と遊んで自然を守ろう」と題し、気候変動問題に詳しい
気象予報士と、海や山で自然と向き合ってきたアスリートを迎え、

“遊び”の視点から自然の魅力や変化について語っていただきました。
　実体験に基づくエピソードや、日常に役立つ天気の豆知識など
も紹介され、参加者にとって身近に環境を考える貴重な機会とな
りました。

３月18日（中央公民館）

【問い合わせ】　環境課　環境政策係　 45-8556

環境について学ぶトークセッションを開催



= 9 ＝ 令和８年５月１日　第766号

み
な
ま
ち
サ
ポ
ー
ト
事
業

に
関
す
る
お
知
ら
せ

　
地
域
の
課
題
解
決
や
活
性
化
に
向
け
、

住
民
の
皆
さ
ん
が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る
「
み
ん

な
の
力
で
つ
く
る
ま
ち
」
活
動
支
援
事
業

（
通
称
：
み
な
ま
ち
サ
ポ
ー
ト
）
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
活
動
が
安
定
し
成
果
に
つ
な
が
る
ま
で

に
は
、
一
定
期
間
の
継
続
的
な
支
援
が
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
よ
り
補
助

回
数
の
上
限
を
従
来
の
３
回
か
ら
５
回
へ

引
き
上
げ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
す
で
に
本
補
助
金
を

３
回
活
用
し
、
引
き
続
き
活
動
の
発
展

を
目
指
す
団
体
を
対
象
と
し
て
、
４
回

目
の
公
募
（
令
和
８
年
度
活
動
分
）
を

実
施
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

総
合
政
策
課　
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

　
　

45‐２
５
０
０

・厚生労働大臣より委嘱され、民生委員法、児童福祉法によって町に設置されており、地域住
民の皆さんを支援しています。

・職務で知り得たことには守秘義務が課せられていますので、無断で他人に話すことはありま
せん。安心して相談してください。

・町内のそれぞれの地区で、民生委員・児童委員、主任児童委員が活動しています。
　地域の身近な相談相手として、必要な支援を関係機関へつなげていきます。
　詳しくは、町ホームページをご覧ください。

５月１２日は民生委員・児童委員の日です
～支えあう  住みよい社会  地域から～

【問い合わせ】　保健福祉課　福祉係　 ４４-３３３３

町ホームページ
福祉委員（民生児童・主任児童

委員・人権擁護委員）とは

町ホームページ
みんなの力でつくる
まち活動支援事業

民生委員・児童委員は、皆さんの相談に応じて
必要な関係機関への支援をつなげる、地域の「つなぎ役」です。

旧軽井沢エリアの一部において特別用途地区の指定を検討しています
　別荘地の良好な住環境の保護および低層建築物が織りなす独自の景観を守ることを目的に、旧軽井
沢地区の一部地域において、共同住宅および宿泊施設の建築を制限する特別用途地区の指定を検討し
ています。
　これに伴い、住民の皆さんから意見を募集するため、パブリックコメントの実施を予定しています。
　詳しくは、町ホームページでお知らせします。

【問い合わせ】　総合政策課　まちづくり推進室　 45-2500

町ホームページ
用途地域の

見直しについて
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交通安全対策会議の公募委員を募集しています
■交通安全対策会議とは

　交通安全対策会議は、町の交通安全対策に関する事項について、計画的な推進を図るため、設けられた機関です。

■募集内容
　１．内　　容　　町の交通安全に関する総合的な施策の企画に関して審議し、その施策の実施を推進する取り組み
　　　　　　　　　を検討していただきます。
　２．応募資格　　18歳以上の方で、町内に住所を有している方、または町内に別荘を所有している方で平日に開催
　　　　　　　　　される会議に出席できる方
　３．募集人数　　２名
　４．任　　期　　２年（６月１日から令和10年５月31日まで）
　５．会議回数　　不定期（１回あたり２時間程度）
　６．報　　酬　　１回　6,900円
　７．応募方法　　所定の応募用紙に必要事項および「軽井沢町の交通施策に関する課題」「交通安全対策実現のため
　　　　　　　　　のあなた自身の役割」等を400字程度にまとめて記入し、住民課③番窓口へ提出してください。
　　　　　　　　　※所定の応募用紙は、町ホームページからダウンロードするか住民課③番窓口で配布します。
　８．締め切り　　５月11日㈪　12時まで

【問い合わせ】 住民課　交通政策係　 45-8540

町ホームページ
軽井沢町交通安全

対策会議の公募委員
を募集します

　

昨
今
の
建
設
費
高
騰
や
建
設
工
事

従
事
者
の
不
足
に
よ
り
、
官
民
問
わ

ず
多
数
の
工
事
が
延
期
や
中
止
に
な

っ
て
い
る
こ
と
を
皆
さ
ん
も
ご
存
じ

か
と
思
い
ま
す
。
公
共
工
事
で
は
、

入
札
参
加
者
が
い
な
い
（
不
調
）
な

ど
に
よ
り
予
定
通
り
工
事
が
進
ま
な

い
、
時
に
は
計
画
の
抜
本
的
な
見
直

し
を
迫
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
数
あ
り

ま
す
。
以
前
は
、
工
事
の
告
知
に
基

づ
き
複
数
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
競

争
原
理
の
働
い
た
価
格
に
よ
る
入
札

で
進
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
最
近
は
、

全
国
的
に
必
要
な
情
報
の
事
前
周
知

不
足
や
参
加
側
の
意
向
を
無
視
し
た

入
札
条
件
等
に
よ
り
、
参
加
希
望
者

ゼ
ロ
、
ま
た
は
、
参
加
希
望
し
た
も

の
の
入
札
条
件
が
合
わ
な
か
っ
た
り
、

設
計
内
容
と
事
業
費
の
乖
離
が
想
定

さ
れ
る
こ
と
か
ら
入
札
を
断
念
さ
れ

る
事
も
頻
繁
に
あ
り
ま
す
。
参
加
者

側
の
意
向
も
踏
ま
え
選
定
方
法
や
発

注
の
区
分
・
方
式
を
検
討
し
、
入
札

に
参
加
し
や
す
い
環
境
を
整
え
な
け

れ
ば
、
そ
も
そ
も
参
加
者
が
集
ま
ら

な
い
状
況
に
な
っ
て
し
ま
い
、
従
来

の
や
り
方
で
は
来
年
予
定
の
工
事
発

注
も
困
難
な
状
況
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
類
似
の
公
共
工
事
の
選
定

方
法
や
発
注
方
式
の
直
近
事
例
を
町

へ
紹
介
し
、
候
補
者
と
な
り
え
る
県

内
外
の
工
事
会
社
か
ら
意
見
を
聞
く

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
も
あ
わ
せ
て

勧
め
ま
し
た
。
町
も
積
極
的
に
他
市

町
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
関
連
資
料
収

集
、
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
の
実
施

を
行
っ
て
検
討
し
て
い
ま
す
。
調
査

結
果
に
つ
い
て
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ポ

イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　

建
設
会
社
10
社
程
度
か
ら
の
ア
ン

ケ
ー
ト
や
対
話
会
で
、
す
べ
て
の
工

事
会
社
が
、
工
事
担
当
技
術
者
の
配

置
や
設
備
工
事
の
協
力
会
社
の
確
保

が
困
難
な
た
め
、
受
注
を
目
指
す
工

事
の
選
別
を
厳
し
く
し
て
い
る
と
述

べ
て
い
ま
す
。
対
応
策
と
し
て
入
札

概
要
・
選
定
方
法
が
入
札
の
告
知
よ

り
数
か
月
単
位
で
早
期
に
情
報
開

示
さ
れ
る
こ
と
、
従
来
の
金
額
に

庁
舎
改
築
周
辺
整
備
事
業
の
工
事
発
注
に
向
け
て

　
　
軽
井
沢
町
庁
舎
改
築
周
辺
整
備
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

 

（
一
級
建
築
士
・
日
本
Ｃ
Ｍ
協
会
認
定
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）　

小
林  

精
三 

新
し
い
風
を
吹
か
せ
る
挑
戦 

⑭

各
分
野
の
専
門
家
に
よ
る
活
動
内
容
に
つ
い
て
連
載
し
ま
す
。

軽井沢
×

専門家

よ
る
競
争
入
札
で
な
く
昨
今
の
大
型

公
共
工
事
で
採
用
さ
れ
る
総
合
評
価

落
札
方
式
（
価
格
に
加
え
て
各
種
の

技
術
提
案
も
評
価
し
て
決
定
）
の
採

用
、
地
元
工
事
会
社
と
の
強
制
的
な

共
同
企
業
体
（
複
数
の
企
業
で
ひ
と

つ
の
事
業
を
行
う
た
め
の
チ
ー
ム
の

よ
う
な
も
の
）
で
な
く
任
意
に
よ
る

単
独
の
参
加
を
許
容
す
る
こ
と
を
求

め
る
声
が
大
半
で
し
た
。
ま
た
工
事

中
の
物
価
上
昇
が
あ
っ
た
際
に
契
約

金
額
を
変
更
で
き
る
ル
ー
ル
、
い
わ

ゆ
る
ス
ラ
イ
ド
条
項
も
全
社
が
要
望

し
、
そ
の
他
、
町
の
夏
期
工
事
の
自

粛
も
念
頭
に
柔
軟
な
工
事
期
間
の
設

定
や
工
事
予
定
価
格
の
事
前
公
表
な

ど
が
参
加
を
後
押
し
す
る
方
策
と
し

て
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
最

近
の
事
例
で
も
既
に
行
わ
れ
て
い
る

も
の
も
多
く
、
今
後
、
積
極
的
に
採

用
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
や
今
後
の
動
向
も

踏
ま
え
、
タ
イ
ム
リ
ー
で
適
切
な
工

事
発
注
が
で
き
る
よ
う
引
き
続
き
支

援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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【
組
織
改
革
】

　
総
務
課
に
法
制
係
を
新
設
す
る
。

　

保
健
福
祉
課
に
こ
ど
も
家
庭
支
援

係
を
新
設
し
、
こ
ど
も
教
育
課
子
育

て
支
援
係
を
移
管
す
る
。

課
長
級

▽
総
務
課
長　

寺
島
乾
士
（
総
合
政

策
課
長
）
▽
総
合
政
策
課
長　

児
玉

香
織
（
住
民
課
長
）
▽
情
報
推
進
課

長　

土
屋
淳
（
公
益
財
団
法
人
軽
井

沢
大
賀
ホ
ー
ル
事
務
局
長
）
▽
住
民

課
長　

上
原
美
佳
（
住
民
課
課
長
補

佐
兼
保
険
年
金
係
長
）
▽
観
光
経
済

課
長　

岩
井
和
成
（
こ
ど
も
教
育
課

長
）
▽
地
域
整
備
課
長　

内
堀
和
也

（
地
域
整
備
課
課
長
補
佐
兼
計
画
設

計
係
長
）
▽
こ
ど
も
教
育
課
長　

柳

澤
さ
お
り
（
総
合
政
策
課
課
長
補
佐

兼
共
生
社
会
推
進
係
長
）

課
長
補
佐
級

▽
総
務
課
課
長
補
佐
兼
法
制
係
長　

松
葉
俊
策
（
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
）

▽
総
合
政
策
課
課
長
補
佐
兼
企
画
調

整
係
長　

市
村
強
志
（
総
合
政
策
課

企
画
調
整
係
長
）
▽
総
合
政
策
課
課

長
補
佐
兼
政
策
秘
書
係
長　

大
町
哲

也
（
総
合
政
策
課
政
策
秘
書
係
長
）

▽
保
健
福
祉
課
課
長
補
佐
兼
福
祉
係

長　

児
玉
直
美
（
議
会
事
務
局
局
長

補
佐
兼
庶
務
係
長
兼
議
事
係
長
兼
調

査
係
長
）
▽
保
健
福
祉
課
課
長
補
佐

兼
高
齢
者
係
長　

行
田
竜
一
（
保
健

福
祉
課
高
齢
者
係
長
）
▽
保
健
福
祉

課
課
長
補
佐
兼
こ
ど
も
家
庭
支
援
係

長　

金
井
章
宏
（
こ
ど
も
教
育
課
課

長
補
佐
兼
学
校
教
育
係
長
）
▽
住
民

課
課
長
補
佐
兼
保
険
年
金
係
長　

小

川
恭
子
（
こ
ど
も
教
育
課
課
長
補
佐

兼
子
育
て
支
援
係
長
）
▽
西
保
育
園

園
長　

佐
々
木
晴
子
（
中
保
育
園
園

長
）
▽
中
保
育
園
園
長　

宮
澤
幸
子

（
西
保
育
園
園
長
）

係
長
級

▽
総
務
課
人
材
育
成
係
長　

藤
巻
正

樹
（
総
務
課
行
政
総
務
係
）
▽
総
合

政
策
課
共
生
社
会
推
進
係
長　

関
幸

弘（
総
合
政
策
課
共
生
社
会
推
進
係
）

▽
税
務
課
収
税
係
長　
土
屋
光
里（
税

務
課
付
）
▽
環
境
課
野
生
鳥
獣
対
策

係
長　

外
川
樹
美
代
（
保
健
福
祉
課

福
祉
係
長
）
▽
議
会
事
務
局
庶
務
係

長
兼
議
事
係
長
兼
調
査
係
長　

小
林

弘
貴
（
議
会
事
務
局
庶
務
係
兼
議
事

係
兼
調
査
係
）
▽
こ
ど
も
教
育
課
学

校
教
育
係
長　

栁
澤
春
樹
（
こ
ど
も

教
育
課
学
校
教
育
係
）
▽
選
挙
管
理

委
員
会
書
記　

山
本
優
介
（
総
務
課

行
政
総
務
係
）

派
遣

▽
公
益
財
団
法
人
軽
井
沢
大
賀
ホ
ー

ル
事
務
局
長　

菊
池
一
成
（
観
光
経

済
課
長
）

退
職
者

３
月
31
日
付

▽
課
長
補
佐
級　

土
屋
忠
夫　

中
澤

弘　
篠
原
麻
帆　

▽
主
任
以
下　

笹
澤
芽
衣　

蟹
澤　

伸　

萩
原
花
音　

永
田
武
史　

両
川

郁
恵　

土
屋
伊
歩
希　

柳
澤
菜
摘　

荻
原
悠
輔　
髙
橋
叶
羽

▽
医
師　
引
間
昭
夫

①
定
年
延
長
者
、
暫
定
再
任
用
職
員

お
よ
び
暫
定
再
任
用
任
期
満
了
者

は
、
掲
載
し
ま
せ
ん
。

②
職
名
の
な
い
主
幹
は
掲
載
し
ま
せ

ん
。

職
員
の
人
事
異
動

★
消
防
団
幹
部
の

新
し
い
顔
ぶ
れ

町
消
防
団　
新
団
長

就
任　
　
　

 

４
月
１
日

　

（
敬
称
略
）

新
団　

長　
　
　
　
　

田
村　

高
広

　

副
団
長　
　
　
　
　

市
川　
　

健

新
副
団
長　
　
　
　
　

黛　
　

寛
之

新
第
１
分
団
分
団
長　

栁
澤　

宏
樹

新
第
１
分
団
副
分
団
長  

栗
岩　

修
平

　

第
１
部
部
長　
　
　

新
井　
　

啓

　

第
２
部
部
長　
　
　

鈴
木　
　

一

　

第
３
部
部
長　
　
　

栁
澤　
　

聡

新
第
４
部
部
長　
　
　

柳
澤　
　

誉

新
第
２
分
団
分
団
長　

坂
本　

優
希

新
第
２
分
団
副
分
団
長　

小
島　

克
彦

　

第
５
部
部
長　
　
　

市
村　

祐
樹

　

第
６
部
部
長　
　
　

五
井
野
太
志

　

第
７
部
部
長　
　
　

市
村　

仁
志

新
第
８
部
部
長　
　
　

佐
藤　

友
伯

新
第
３
分
団
分
団
長　

關　
　
　

順

新
第
３
分
団
副
分
団
長　

清
水　
　

誠

新
第
９
部
部
長　
　
　

遠
山　

恒
輔

新
第
10
部
部
長　
　
　

土
屋　

清
人

新
第
11
部
部
長　
　
　

藤
巻　

剛
志

新
第
12
部
部
長　
　
　

土
屋　

貴
敏

新
ラ
ッ
パ
長　
　
　
　

栁
澤　

陽
平

　

消
防
部
部
長　
　
　

小
須
田
愛
美

　

本
部
班
長　
　
　
　

佐
藤　

俊
祐

新
本
部
班
長　
　
　
　

栁
澤　

正
樹

新
本
部
班
長　
　
　
　

中
里　

安
孝

【
問
い
合
わ
せ
】

消
防
課　
消
防
係　

45‐０
１
１
９

　

柏
木
智
良
団
長
が
ご
勇
退
さ
れ
、

後
任
に
田
村
高
広
副
団
長
（
旧
軽
井

沢
）
が
団
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

田
村
団
長
は
、
平
成
５
年
に
消
防

団
に
入
団
以
来
、
数
々
の
災
害
に
出

動
し
、
団
員
の
育
成
な
ど
、
消
防
団

の
中
心
的
な
役
割
を
担
い
、
地
域
か

ら
の
信
頼
も
厚
い
方
で
す
。

公
文
書
公
開
の
実
施
状
況

　

軽
井
沢
町
公
文
書
公
開
条
例
に
基

づ
き
、
令
和
７
年
度
（
令
和
８
年
３

月
31
日
現
在
）
に
お
け
る
公
文
書
公

開
の
実
施
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

１
．
公
開
請
求
の
件
数　
72
件

　
全
部
ま
た
は
一
部
を
公
開
し
た　

　
件
数　
　
　
　
　
　
　
　
　
64
件

　
公
開
し
な
か
っ
た
件
数　
　
７
件

　
（
う
ち
文
書
不
存
在　
　
　
７
件
）

　
そ
の
他
（
未
決
定
等
）　
　
１
件

２
．
審
査
請
求
の
件
数　
　
１
件

【
問
い
合
わ
せ
】

 

総
務
課　
行
政
総
務
係　45‐８

２
９
８
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第17回  軽井沢ユニバーサルスポーツ祭
参加者募集!!

ファミリー体力測定会  参加者募集!!

　年齢や性別、国籍や障がいのある・なしなどにかかわらず、誰もが一緒にスポーツを
楽しみ、交流することを通じて垣根のないユニバーサルな町づくりを目指して開催する
「軽井沢ユニバーサルスポーツ祭」。
　どなたでも気軽に参加いただけます。友達、家族、職場やサークル仲間などでお誘い
合わせのうえ申し込んでください。

と　　き　６月20日㈯　受付８時30分から（終了予定12時まで）
と こ ろ　軽井沢風越公園　総合体育館
競技種目　ボッチャン（ボッチャをベースにした本スポーツ祭のオリジナル競技です）
　　　　　玉入れ、大玉送り、パン食い競争、むかでじゃんけん
参 加 費　無料（要事前申込）
持 ち 物　飲み物、屋内用運動靴、下足を入れる袋
申し込み　メール・申し込みフォーム・FAXのいずれかでお申し込みください。
　　　　　・申込者氏名・電話番号・メールアドレス
　　　　　・チームメンバーの名前と年齢（何名でも可能）
そ の 他　※ペットボトルのふた、空き缶の回収はありません

※大会当日、皆さんの競技風景を写真・動画撮影し、大会公式サイトやSNSに掲載する場合があります。
また撮影した写真は参加者に共有し、ダウンロードできるものとします。本イベントは主管者のSC軽
井沢クラブのプライバシーポリシーが適用されます。参加申込と同時にこれら撮影について同意したも
のとさせていただきます。

と　　き　６月20日㈯　12時から19時まで　※最終受付は18時30分まで
と こ ろ　軽井沢風越公園　総合体育館
測定種目　【6歳から64歳】
　　　　　　握力、上体起こし、長座体前屈、反復横とび、立ち幅とび、20ｍシャトルラン
　　　　　【65歳以上】
　　　　　　握力、上体起こし、長座体前屈、開眼片足立ち、10ｍ障害物歩行、６分間歩行
参 加 費　無料
持 ち 物　動きやすい服装、上履き、タオル、飲み物
申し込み　事務局（観光経済課スポーツ推進係役場⑥番窓口）にて申込用紙を配布するほか、町ホー
　　　　　ムページで所定の参加申込書をダウンロードのうえ、必要事項をご記入いただき、
　　　　　事務局へ申し込んでください。１名からの申し込みも可能です。
そ の 他　※測定は競争ではありません。できる種目だけ、自分のペースで無理をしないよう
　　　　　　受けてください。全種目を必ず受ける必要はありません。
　　　　　※ユニバーサルスポーツ祭内でも限られた種目の計測ができます。

【申し込み・問い合わせ】　大会事務局（SC軽井沢クラブ）
　　　　　　　　　　　　 050-3649-4064　FAX 050-3535-5541　 event@karuizawaclub.ne.jp 
　　　　　　　　　　　　申し込みのリンク先　https://forms.gle/58UMsT4dBPxuDf9n9

第17回軽井沢ユニバーサルスポーツ祭
申し込みフォーム

町ホームページ
ファミリー体力測定会

参加者募集

【申し込み・問い合わせ】　観光経済課　スポーツ推進係
　　　　　　　　　　　　 45-8579　FAX 46-3165　 sports@town.karuizawa.nagano.jp
　　　　　　　　　　　　※申し込んでから５日以上参加受理の返信がない場合、再度連絡をください。
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ゴルフ教室
と　　き　５月23日㈯・24日㈰・25日㈪
と こ ろ　軽井沢ゴルフ練習場
受　　付　９時から９時15分まで
対 象 者　町内在住者、在勤者
　　　　　町内別荘所有者（小学生以上）
　　　　　※中学生以下は保護者同伴
定　　員　各日40名
参 加 費　1,000円（高校生以下 500円）
持 ち 物　運動のできる服装、ゴルフクラブ
申込期限　５月18日㈪
講　　師　スポーツ協会ゴルフ部

ゴルフ大会
と　き　６月10日㈬
ところ　軽井沢72ゴルフ西・ブルーコース
受　付　７時20分から
対象者　町内在住者、在勤者、町内別荘所有者
定　員　30組120名（先着順）（４人一組を基本とします。）
※１名より申し込みできますが、組合せは事務局一任と

します。
※スタート時刻は組み合わせが決まり次第、代表者へお

知らせします。
参加費　　9,685円（昼食代、参加料込）
部　門　　男子、女子、男子シニアの３部門
　　　　　組対抗戦、個人賞など各種用意
申込期限　５月27日㈬

町ホームページ
ゴルフ教室 ゴルフ大会

「長野県障がい者スポーツ大会」が開催されます!

春季町民ゴルフ教室・大会  参加者募集

実施競技　陸上、水泳、卓球・サウンドテーブルテニス、ボッチャ、アーチェリー、フライングディスク、
　　　　　ボウリング、バスケットボール、バレーボール
と　　き　９月
と こ ろ　県内各会場
対　　象　県内在住で障がいのある12歳以上（令和８年４月１日時点）の方
　　　　　※令和８年度大会から陸上競技、水泳において、「ダウン症」「低身長」の区分が追加されます。
参 加 費　無料
申込期間　６月11日㈭まで
そ の 他　全国障害者スポーツ大会（2027年・宮崎大会）の長野県代表選考を兼ねています。

～ゴルフ教室・ゴルフ大会申込方法～
◦事務局（観光経済課スポーツ推進係役場⑥番窓口）にて申込用紙を配布するほか、町ホームページより申込

用紙をダウンロードのうえ、期限までに大会事務局へ申し込んでください。
　１名からの申込も可能です。右記連絡先へ電話、メール、FAXでの申し込みも可能です。
◦定員になり次第、締め切ります。
◦申し込み後、５日経過しても参加受理の返信が確認できない場合は、再度連絡

をしてください。

【申し込み・問い合わせ】　観光経済課　スポーツ推進係
　　　　　　　　　　　　　 45-8579　FAX46-3165
　　　　　　　　　　　　 sports@town.karuizawa.nagano.jp
　　　　　　　　　　　　 ※詳しくは町ホームページをご覧ください。　

【問い合わせ】　県スポーツ振興課　 026-235-7108
　　　　　　　＊募集・会場などの詳細は、長野県公式ホームページをご覧ください。
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◎
受
益
者
負
担
金
と
は

　

下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
ト
イ
レ

や
台
所
な
ど
か
ら
の
生
活
排
水
が
衛

生
的
に
排
除
さ
れ
、
毎
日
の
暮
ら
し

の
利
便
性
と
快
適
性
が
向
上
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
公
共
下
水
道
は
誰
も
が

利
用
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
整
備

さ
れ
た
区
域
内
の
方
に
限
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
下
水
道
整
備
の
費
用

を
公
費
（
税
金
・
国
か
ら
の
補
助
金

や
借
入
金
）
だ
け
で
賄
お
う
と
す
る

と
、
下
水
道
整
備
区
域
以
外
の
方
に

不
公
平
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
公
共
下
水
道
の
整
備
に

よ
っ
て
利
益
を
受
け
る
方
に
、
建
設

費
の
一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
も

の
で
す
。

◎
対
象
と
な
る
土
地

　

下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区
域
内
に

あ
る
す
べ
て
の
土
地
が
対
象
と
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
宅
地
以
外
の
土
地

な
ど
徴
収
を
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◎
受
益
者
と
は

　

下
水
道
の
供
用
が
開
始
さ
れ
た
区

域
内
に
土
地
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
、

ま
た
は
、
そ
の
土
地
を
使
用
さ
れ
て

い
る
方
が
、
受
益
者
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
以
前
に
猶
予
な
ど
を
受
け
て

い
た
土
地
に
建
物
を
建
築
し
、
新
た

に
公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
場
合
も

受
益
者
と
な
り
ま
す
。

◎
負
担
金
額

　

対
象
土
地
の
面
積
に
1
㎡
あ
た
り

６
０
０
円
を
乗
じ
た
額
で
す
。

◎
納
付
方
法
に
つ
い
て

　

分
割
納
付
と
一
括
納
付
の
ど
ち
ら

か
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

分
割
納
付
は
、
１
年
を
４
回
（
７

月
・
９
月
・
12
月
・
２
月
）
に
分
け

て
、
３
年
間
の
12
回
払
い
で
す
。

　

一
括
納
付
の
場
合
だ
け
、
前
納
報

奨
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
年
度
の
第
１
期
納
期
限

（
７
月
末
）
ま
で
に
納
付
し
た
場
合

に
限
り
ま
す
。

※
納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
督
促
料
や

延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

上
下
水
道
課　
下
水
道
業
務
係

45‐８
５
９
２

下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
る
と
受
益
者
負
担
金
が
か
か
り
ま
す
。

公
共
下
水
道
を
利
用
す
る
た
め
に

道路や公共物の占用に関するお知らせ
　町で管理する道路や水路などの公共物上に施設を設置し、継続して使用する行為を占用といいます。
　占用を行う場合は、町への占用許可申請が必要となります。また、占用者の名義や住所などの変更および占用を廃
止する場合も申請が必要になります。詳しくはホームページを確認してください。
　なお、すでに許可を受けている方へ５月に占用料の納付書を送付しますので、６月30日㈫までに支払ってください。

・一時的に、道路に工事用足場を設置する
・水路に橋を架ける
・水路に構造物を設置し、通路として使用する

町ホームページ
占用の申請について

【問い合わせ】　地域整備課　道路河川係　 45-8582

占用が必要な例

　４月１日から所有者不明土地の解消に向けて、引っ越しや結婚等で住所や氏名が変わった場
合、変更日から２年以内に登記の申請をすることが義務化されました。それ以前に変更となっ
ている場合についても登記義務があります。住所等変更登記がお済みでない不動産がある場合
は、必ず登記を行うようにしましょう。

住所等変更登記をしないと…
　納税通知書が届かなくなることがあります。
　正当な理由がなく、変更となった日から２年以内に登記がなされなければ５万円以下の
過料が科されることがあります。
　詳しくは法務省ホームページをご覧いただくか、問い合わせてください。

住所等変更登記を忘れずに行いましょう

【問い合わせ】　長野地方法務局不動産登記部門　 026-235-6645
　　　　　　　長野地方法務局佐久支局　　　　 0267-67-2272

住所等変更登記に関する
特設ページ（法務省）
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狂犬病予防集合注射のご案内
　狂犬病予防法により生後91日以上の犬は、生涯１回の登録と年１度の狂犬病予防注射が義務付けられています。
　狂犬病予防集合注射を下記の日程で実施しますので、最寄りの会場または動物病院で必ず予防注射を受けてください。
　なお、法律違反の場合は20万円以下の罰金が科せられます。

と　こ　ろ と　　き

５
月
14
日
㈭

新 軽 井 沢 会 館 ９時から
９時10分まで

旧 軽 井 沢 公 民 館 ９時20分から
９時30分まで

離 山 公 民 館 ９時40分から
９時50分まで

旧 成 沢 公 民 館 10時から
10時10分まで

馬 取 公 民 館 10時20分から
10時30分まで

ほっち交流館（発地公民館） 10時40分から
11時まで

５
月
19
日
㈫

借 宿 公 民 館 ９時から
９時20分まで

三 ツ 石 公 民 館 ９時30分から
９時40分まで

追 分 公 民 館 ９時50分から
10時まで

大 日 向 公 民 館 10時10分から
10時30分まで

千 ケ 滝 西 区 公 民 館 10時40分から
10時50分まで

中 央 公 民 館 11時から
11時20分まで

と　こ　ろ と　　き

５
月
21
日
㈭

商 工 会 館 駐 車 場 ９時から
９時20分まで

古 宿 公 民 館 ９時30から
９時40分まで

鳥 井 原 公 民 館 ９時50分から
10時10分まで

塩 沢 公 民 館 10時20分から
10時30分まで

農 協 駐 車 場 10時40分から
11時まで

５
月
28
日
㈭

東 部 小 学 校 南 門 ９時から
９時10分まで

ほっち交流館（発地公民館） ９時25分から
９時40分まで

鳥 井 原 公 民 館 ９時50分から
10時まで

借 宿 公 民 館 10時10分から
10時25分まで

追 分 公 民 館 10時35分から
10時45分まで

浅 間 台 公 民 館 10時55分から
11時 5 分まで

中 央 公 民 館 11時15分から
11時30分まで

※病気等で注射が受けられない場合は、「猶予証明書」を環境課⑦番窓口へ提出してください。
※飼犬が死亡した場合や登録事項に変更があった場合には、速やかに手続きをしてください。
※動物病院で注射を受けて、注射済票の交付がされない方は「注射済証明書」を環境課⑦番窓口へ持参し、注射

済票の交付を受けてください。(注射済票交付手数料　550円)

◦注射を受ける際は、送付されたハガキと手数料を持参してください。
　注射料金１頭あたり：3,600円（注射済票手数料含む）
　未登録の犬は別途、登録手数料3,000円が必要です。 　※おつりのないようにお願いします。

【問い合わせ】　環境課　衛生係　 45-8556

広  

告

QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です
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●
戸
別
受
信
機
と
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防
災
行
政
無
線
の
子
局
（
屋
外
ス

ピ
ー
カ
ー
）
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ら
の
放
送
を
住
居
で

受
信
で
き
る
装
置
で
す
。

●
戸
別
受
信
機
の
無
償
貸
与

貸
与
対
象
者

　

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
掲
載

者
お
よ
び
当
該
掲
載
者
を
支
援
す
る

方
で
戸
別
受
信
機
の
設
置
を
希
望
す

る
方
。

※
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に
つ
い

て
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

保
健
福
祉
課　
福
祉
係

　
　

44‐３
３
３
３

　
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
い
、
デ
ジ
タ
ル
戸
別
受
信
機
を

導
入
し
情
報
伝
達
手
段
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
戸
別
受
信
機

無
償
貸
与
・
設
置
費
用
の
一
部
補
助
の
お
知
ら
せ

●
戸
別
受
信
機
設
置
費
用
の
一
部
補
助

補
助
対
象
者

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

・
町
内
に
事
業
所
を
有
す
る
方

・
町
内
に
別
荘
を
所
有
す
る
方

補
助
対
象
額

・
戸
別
受
信
機
の
購
入
お
よ
び
設

置
に
要
す
る
費
用
の
２
分
の
１

以
内
と
し
、
６
万
円
を
限
度
と

す
る
。
た
だ
し
、
補
助
金
額
に
１
、

０
０
０
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場

合
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た

額
と
な
り
ま
す
。

設
置
費
用

・
受
信
機
設
置
の
み　
　
　
　
　
　

　
　
７
万
４
０
０
円
（
税
込
）

　
　
補
助
額　
３
万
５
千
円

・
受
信
機
設
置
＋
ア
ン
テ
ナ
設
置　

　
　
14
万
５
千
３
１
０
円
（
税
込
）

　
　
補
助
額　
６
万
円

※
ア
ン
テ
ナ
設
置
に
つ
い
て
は
、
受

信
機
ま
で
の
ケ
ー
ブ
ル
の
長
さ
が

15
ｍ
を
超
え
る
場
合
や
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
壁
へ
穴
あ
け
が
必
要

な
場
合
は
別
途
追
加
費
用
が
発
生

し
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

募
集
期
間　
５
月
１
日
㈮
か
ら

　
　
　
　
　
６
月
30
日
㈫
ま
で

申
し
込
み
書
配
布
場
所　

　
総
合
政
策
課
危
機
管
理
室(

軽
井
沢

消
防
署
内)

、
役
場
総
合
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窓
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ま
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。

提
出
先　
総
合
政
策
課  

危
機
管
理
室

　
　
　

 

（
軽
井
沢
消
防
署
内
）

注
意
点

・
電
波
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
設
置

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ア
ナ
ロ
グ
戸
別
受
信
機
で
受
信
で

き
て
い
た
場
所
で
も
、
デ
ジ
タ
ル

戸
別
受
信
機
で
受
信
で
き
な
い
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

・
申
し
込
み
順
で
は
な
く
、
地
区
ご

と
に
取
り
ま
と
め
一
括
し
て
設
置

作
業
を
行
う
た
め
、
設
置
時
期
が

前
後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

総
合
政
策
課　
危
機
管
理
室

45‐１
８
８
０

広  

告

5月の納税等　

軽自動車税
保育料　　　　　　　 ５月分
町営住宅家賃　　　　 ５月分

※税金などの納付には、便利で確実な口座振替を利用しましょう。
　口座振替を利用の際は、口座残高の確認をお願いします。

納期限
６月１日㈪

忘れずに納期限までに
納めましょう

広

　告

　ジークラウス株式会社と「災害時におけるWOSH、WOTA BOX、ラップ
ポン等の供給に関する協定」を締結しました。
　災害時において、WOSH、WOTA BOX、ラップポンを活用することで、
感染症対策の強化、水ストレスの軽減、災害関連死を減らすこと、貴重な水
資源の再利用が可能となり、避難所等の更なる衛生環境の向上に繋がります。

３月27日（役場）

【問い合わせ】　総合政策課　危機管理室　 45-1880

災害時の衛生環境向上に向けた協定を締結しました

町ホームページ
防災行政無線デジタル
戸別受信機の無償貸与・
設置費用の一部補助に

ついて
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令和８年度  町農作業標準労賃・機械作業標準料金
令和８年度

作業の種類 労賃・料金（円） 適　　用

標
準
労
賃

稲 作
一
般
作
業

1,061 １時間あたり
野 菜
き の こ
花 き

標
準
料
金

蕎 麦 播 種

10
ａ
当
た
り

5,000
蕎 麦 刈 入 5,000
耕 起 作 業 10,300 トラクター40馬力、ロータリー15㎝
代 か き 作 業 9,900 トラクター40馬力
田 植 え 作 業 14,100 ６条乗用、補助者なし、植え付けのみ
収 穫 作 業 29,700 ５条刈り、補助者なし、収穫のみ

◦食事は、作業者の負担とします。
◦この標準労賃は、１日あたり実労働時間８時間を基準とした１時間あたりとします。
◦この表に定める以外の機械作業料金については、ＪＡ佐久浅間軽井沢支所が定める料金を標準とします。

【問い合わせ】　農業委員会　 45-8579

【問い合わせ】　観光経済課　農林振興係　 45-8579

【問い合わせ】　観光経済課　観光商工係　 45-8579

　農業経営の意欲と技術を有し、５年後に向けて経営改善を進める農業者であると町が認定する「認定農業者」制度
があります。計画を作ることで現在の状況を見直すことができ、認定後には各種補助や融資を受けることができます。
　町では認定農業者の方が農業振興地域内の農地を貸借した場合に受けられる補助金制度を設けています。

■10a当たりの補助金額
　・３年以上６年未満　8,000円　・６年以上10年未満　20,000円　・10年以上　30,000円

　計画書の基本的な書き方や目標数値の立て方などの相談も受け付けていますので、詳しくは
ホームページをご覧いただくか、問い合わせてください

　「軽井沢スマイル商品券」は５月１日㈮から９月30日㈬まで登録店にて利用がで
きます。ぜひ利用してください。

○最新の登録店情報
町商工会ホームページにて掲載していますので、確認してください。 

○配布の対象となる方
令和８年２月１日時点で町に住民票がある方が対象となります。商品券が届いて
いない方は問い合わせてください。　

農業で頑張る方を応援します!
～認定農業者になってみませんか～

『軽井沢スマイル商品券』利用のお知らせ

軽井沢町商工会ホームページ

みほん

みほん

町ホームページ
認定農業者制度
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の
う
ち
を
話
し
て
み
る
こ
と
、
そ
れ

だ
け
で
も
心
と
体
は
少
し
ず
つ
整
っ

て
い
き
ま
す
。

　

心
と
体
の
健
康
相
談
室
で
は
、
病

院
に
か
か
る
ほ
ど
で
は
な
い
け
れ
ど

気
に
な
る
不
調
や
、「
こ
の
ま
ま
で
大

丈
夫
か
な
」
と
感
じ
る
段
階
で
の
ご

相
談
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
お
話

を
伺
い
な
が
ら
、
今
の
状
態
を
一
緒

に
整
理
し
、
無
理
な
く
で
き
る
整
え

方
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
お
話
し
に
い
ら
し
て
く
だ

さ
い
。

軽
井
沢
病
院
３
階 

産
婦
人
科

▪
婦
人
科
外
来
・
妊
婦
健
診

　
　
毎
週　
月
曜
日
・
金
曜
日

▪
助
産
師
相
談
外
来

　
　
毎
週　
木
曜
日

　
　
　
相
談
時
間　
一
人 

30
分

【
予
約
・
問
い
合
わ
せ
】

軽
井
沢
病
院　

45‐５
１
１
１ 

　

春
は
入
学
や
進
級
、
異
動
や
新
し

い
職
場
で
の
ス
タ
ー
ト
な
ど
、
変
化

の
大
き
い
時
期
で
す
。
新
し
い
環
境

で
新
年
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
れ
た
方
は
、

ひ
と
月
が
経
つ
頃
で
す
が
、
心
と
体

は
ど
ん
な
ご
様
子
で
す
か
？

　

新
し
い
環
境
で
は
ワ
ク
ワ
ク
と
楽

し
い
気
持
ち
と
、
な
ん
と
な
く
元
気

が
出
な
い
、
そ
ん
な
気
持
ち
が
混
ざ

る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
新
し
い
環
境
に
馴
染
む
こ
と
、

時
に
人
間
関
係
で
は
気
を
使
っ
て
心

も
体
も
疲
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
よ
ね
。

　
「
学
校
に
行
き
た
く
な
い
」「
職
場

に
苦
手
な
人
が
い
る
」
な
ど
、
学
校

の
こ
と
、職
場
の
こ
と
、自
分
の
こ
と
、

家
族
の
こ
と
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
気

軽
に
相
談
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

悩
み
は
人
に
話
す
こ
と
で
半
分
に
な

る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

気
持
ち
が
落
ち
込
ん
で
し
ま
う
、

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
こ
と
ば
か
り
考
え
て

し
ま
う
、
眠
り
た
い
の
に
眠
れ
な
い
、

体
が
重
く
て
朝
起
き
上
が
れ
な
い
、

食
欲
が
な
い
…

　

こ
ん
な
時
は
体
が
疲
れ
て
い
る
サ

イ
ン
で
す
。

　

し
っ
か
り
休
む
こ
と
、
誰
か
に
心

《
心
と
体
の
健
康
相
談
室
に
お
話
に
来
ま
せ
ん
か
？
》

詳しくは
助産師外来

ホームページ

　
今
回
は
、「
訪
問
診
療
・
在
宅
医
療
」

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　
「
軽
井
沢
病
院
で
訪
問
診
療
を
し
て

い
る
な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た
」
と
い

う
お
声
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
こ

の
原
稿
を
書
い
て
い
る
現
在
、
私
は

23
人
の
患
者
さ
ん
の
訪
問
診
療
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
は
、

が
ん
の
終
末
期
の
方
、
脳
梗
塞
の
後

遺
症
な
ど
で
寝
た
き
り
の
方
、
あ
る

い
は
施
設
に
入
所
中
で
疾
患
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
が
必
要
な
方
な
ど
様
々

で
す
。

　
「
外
科
医
が
在
宅
診
療
ま
で
し
な
く

て
も
よ
い
の
で
は
」
と
い
う
声
を
い

た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

実
際
に
訪
問
先
の
お
宅
に
行
く
と
手

術
後
の
経
過
観
察
も
担
当
医
に
診
て

も
ら
い
た
い
と
切
望
さ
れ
る
患
者
さ

ん
が
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
一

人
の
医
師
と
し
て
、
そ
し
て
こ
の
町

の
職
員
と
し
て
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
た
い
と
思
う
の
は
私
に
と
っ
て
ご

く
自
然
な
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
経
過
を
詳
し
く
知
る
担
当
医
が
変

わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
、
患
者
さ
ん

に
と
っ
て
、
医
療
者
側
が
想
像
す
る

以
上
に
大
き
な
不
安
や
ス
ト
レ
ス
に

な
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
か
ら
で

す
。

　
「
病
院
に
通
い
た
く
て
も
通
え
な

い
」「
最
期
は
住
み
慣
れ
た
家
で
家
族

と
過
ご
し
た
い
」。
そ
ん
な
願
い
を
持

つ
方
に
、
私
は

在
宅
診
療
と
い

う
選
択
肢
を
提

案
し
て
い
ま

す
。
通
院
が
困

難
に
な
っ
た
方
や
、
入
院
中
だ
け
れ

ど
「
ど
う
し
て
も
家
に
帰
り
た
い
」

と
い
う
希
望
が
あ
る
方
に
対
し
、
状

況
に
応
じ
て
臨
機
応
変
に
、
通
院
や

入
院
か
ら
在
宅
へ
と
切
り
替
え
ら
れ

る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
医
学
的
な
適
応
や
ご

家
族
の
状
況
を
鑑
み
る
必
要
は
あ
り

ま
す
が
、
私
一
人
の
判
断
で
は
な
く
、

看
護
師
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
社

会
福
祉
士
）、
薬
剤
師
な
ど
、
現
場
を

支
え
る
多
様
な
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
助

言
に
耳
を
傾
け
、
そ
の
方
に
と
っ
て

何
が
最
善
か
を
共
に
考
え
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　

特
に
が
ん
の
終
末
期
の
患
者
さ
ん

の
場
合
、
状
態
が
刻
一
刻
と
変
化
し
、

残
さ
れ
た
時
間
が
限
ら
れ
て
い
る
こ

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら

こ
そ
、
一
日
一
日
を
ど
う
穏
や
か
に

過
ご
す
か
が
何
よ
り
も
大
切
に
な
り

ま
す
。「
ご
自
宅
で
最
期
を
」
と
い
う

ご
希
望
に
対
し
、
ご
家
族
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
最
適
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で

訪
問
診
療
を
導
入
で
き
る
よ
う
配
慮

し
て
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
苦
痛
の
緩
和
に
は
細
心

の
注
意
を
払
い
ま
す
。
訪
問
看
護
師

と
密
に
連
携
し
、
医
療
用
麻
薬
や
鎮

痛
補
助
薬
を
適
切
に
使
用
す
る
こ
と

で
、
痛
み
を
取
り
除
き
、
心
穏
や
か

に
「
わ
が
家
」
を
感
じ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

在
宅
で
の
私
の
役
割
は
、
あ
く
ま

で
「
裏
方
」
に
徹
す
る
こ
と
で
す
。

ご
家
族
に
よ
る
ケ
ア
を
何
よ
り
大
切

に
考
え
、
一
歩
引
い
た
立
場
か
ら
、

必
要
以
上
に
介
入
し
す
ぎ
な
い
こ
と

を
心
が
け
て
い
ま
す
。
ご
自
宅
に
伺
っ

た
際
、
ご
家
族
同
士
で
仲
良
く
お
話

し
さ
れ
て
い
る
場
面
や
、
ペ
ッ
ト
と

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
過
ご
さ
れ
て
い
る

姿
を
拝
見
す
る
と
、「
在
宅
と
い
う
選

択
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
て
本
当
に

よ
か
っ
た
な
」
と
心
か
ら
感
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
よ
り
質
の
高
い
ケ
ア
を
提

供
す
る
た
め
、
S
医
療
セ
ン
タ
ー
緩

和
ケ
ア
科
の
Y
先
生
に
も
定
期
的
に

お
越
し
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
を
通
じ
て
診
療
上
の
悩

み
や
打
開
策
を
相
談
し
、
専
門
的
な

助
言
を
仰
い
で
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、

当
院
で
は
対
応
が
難
し
い
処
置
が
あ

る
場
合
や
、
他
院
で
の
ケ
ア
が
よ
り

望
ま
し
い
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、

速
や
か
に
適
切
な
医
療
機
関
を
ご
紹

介
し
て
い
ま
す
。

軽
井
沢
病
院
だ
よ
り

「
家
に
い
た
い
」
と
い
う
願
い
に
寄
り
添
っ
て
―
―

　
　

 
訪
問
診
療
・
在
宅
医
療
の
現
場
か
ら
（
第
２
回
）

　
「
最
期
ま
で
自
分
ら
し
く
あ
り
た

い
」
と
い
う
願
い
に
対
し
、
住
み
慣
れ

た
場
所
で
の
暮
ら
し
を
ど
う
支
え
て

い
け
る
か
。
日
々
、
現
場
で
悩
み
考

え
な
が
ら
の
毎
日
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
周
り
の
ス
タ
ッ
フ
や
地
域
の
皆

さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
私
に

で
き
る
こ
と
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
積
み

重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

軽
井
沢
病
院　
外
科　
山
本 

浩
二

訪問看護ステーションの車
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新
緑
が
色
濃
く
な
る
五
月
、
朝

早
く
か
ら「
ヒ
ッ
ヒ
ッ
」と
鳴
い
て
、

窓
ガ
ラ
ス
に
映
っ
た
自
分
と
戦
っ

て
い
る
小
鳥
が
い
た
ら
、
そ
れ
は

キ
ビ
タ
キ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
キ
ビ
タ
キ
は
黒
色
と
黄
色
の
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
が
目
を
引
き
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
美
し
い
体
色
を
持

つ
の
は
オ
ス
だ
け
で
、
メ
ス
は
外

敵
に
見
つ
か
り
に
く
い
、
地
味
な

オ
リ
ー
ブ
色
を
し
て
い
ま
す
。

　
な
ぜ
オ
ス
の
キ
ビ
タ
キ
だ
け
が

鮮
や
か
な
色
を
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
オ
ス
が
繁
殖

に
お
い
て
選
ば
れ
る
側
で
あ
り
、

メ
ス
に
気
に
入
っ
て
も
ら
う
必
要

が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
鳥
の
健
康
状
態
は
、
体
色
に
表

れ
ま
す
。
体
調
が
悪
い
と
、
羽
が

抜
け
た
り
、
艶
が
な
く
な
っ
た
り

し
ま
す
。
体
色
が
カ
ラ
フ
ル
で
美

し
い
と
い
う
こ
と
は
、
健
康
で
あ

り
、
目
立
っ
て
も
生
き
延
び
ら
れ

る
体
力
が
あ
り
、
丈
夫
な
子
孫
を

残
せ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
キ
ビ
タ
キ
の
オ
ス
の
鮮

や
か
さ
は
見
掛
け
倒
し
じ
ゃ
な
い

ど
こ
ろ
か
、
身
体
を
張
っ
た
実
力

の
ア
ピ
ー
ル
な
の
で
し
た
。

美
し
い
の
は
伊
達
じ
ゃ
な
い

浅間山麓の
仲間たち○

NPO法人ピッキオ
46–3818

273

浅麓Walker
せ ん ろ く ウ ォ ー カ ー

御 代 田 町 ・ 小 諸 市 の イ ベ ン ト 情 報 な ど を お 知 ら せ し ま す

インフォメーションこもろ
https://www.city.komoro.lg.jp/

Guide MIYOTA
https://www.town.miyota.nagano.jp/

と　き　５月９日㈯・10日㈰　10時から16時まで　雨天決行（荒天中止）
ところ　安藤百福記念 アウトドア アクティビティセンター
　　　 （略称：安藤百福センター）（小諸市大久保1100）
　　　　詳細（小諸ツリーハウスプロジェクト公式webサイト）

日　時　５月23日㈯　18時30分から20時まで
ゲスト　 縄

じょう
 さん（週末縄文人）

入館料　有料・事前予約制（電話にて申し込んでください）
定　員　25名（小学生以下は保護者同伴）
予約申込先　浅間縄文ミュージアム　 32-8922

小諸ツリーハウスプロジェクト
自然で楽しむアートフェス2026

〜アート×アウトドア×食〜

ナイトミュージアム
「学芸員と週末縄文人の夜語り」

　アートツリーハウスが点在する自然の中で、様々なワークショップを体験できる
屋外イベント。自分だけの作品をつくるアート・ワークショップや、身体を動かす
アウトドア・ワークショップなど盛り沢山。信州の旬なものを味わえる20店以上の
飲食ブース、アーティストらによる音楽ライブも。アート・アウトドア・食が満喫
できる二日間です。イベント中のみアートツリーハウス５棟にも登れます。
※来場予約制および一部ワークショップは予約制

　通常開館時間中にご来館が難しい方や、ゆっくりと学芸員の解説を
聴きたい方に向けて開催しているナイトミュージアム。今回は、週末
縄文人の縄

じょう

さんをゲストに迎えて当館学芸員と２人で縄文トークセッ
ションを行います。

【問い合わせ】　商工観光課　企業立地定住促進係　 22-1700

自然で楽しむ
アートフェス2026

ホームページ

週末縄文人作製の土面
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お知らせ  Information 募 募集 知 お知らせ イ イベント

軽井沢グランフェスタ 2026春
SDG's マルシェ

　ゴールデンウイークの２日間、軽井沢発地市庭では、
お買い物とあわせて楽しめるさまざまな催しを予定し
ています。
　多くの皆さんの来場をお待ちしています。
　イベントの詳細は、軽井沢発地市庭ホームページを
ご覧ください。

と　き　５月３日（日・祝）から
　　　　　　４日（月・祝）まで
　　　　　　９時から17時まで
ところ　軽井沢発地市庭

【問い合わせ】　軽井沢発地市庭　 45-0037

イ 緑化木無償配布会
　緑化木無償配布会を開催します。

と　き　５月30日㈯　10時から
　　　　（配布会はなくなり次第終了）
ところ　軽井沢発地市庭
　　　　会場が変更となりましたのでご注意ください。
内　容　ブルーベリーとコムラサキシキブを先着800
　　　　名に配布します。

【問い合わせ】　観光経済課　観光商工係　 45-8579

イ

計量器（はかり）定期検査のお知らせ
　商品の売買に使用したり、各種証明行為に使用したり
する「はかり」をお持ちの皆さんは、２年に１回の定期
検査を受ける必要があります。下記の日程で実施される
ので「はかり」を持参し、必ず検査を受けてください。

と　き　５月27日㈬　11時から12時まで　
　　　　　　　　　 　13時から14時30分まで
ところ　中央公民館

【問い合わせ】　観光経済課　観光商工係　 45‐8579

知

オレンジカフェ（認知症カフェ）
　認知症のある方、ご家族の方、認知症に関心のある
方などゆっくり話し、新たな出会いや地域とのつなが
りをつくりましょう。

と　き　５月22日㈮　10時から　　
ところ　木もれ陽の里
内　容　太極拳
定　員　15名（要予約）

【申し込み・問い合わせ】
保健福祉課　地域包括支援センター　 45-3269

イ

　 ～不動産を取得した時の税金～
不動産取得税

　不動産取得税は、不動産（土地・家屋）を取得したと
きに、取得した方に納めていただく税金（県税）です。
　土地や家屋を購入された場合などは、所有権移転の
登記月から概ね半年後に、納税通知書をお送りします
ので納税をお願いします。
　住宅等を新築された場合は、通常、新築された翌
年８月頃に納税通知書をお送りします。（特例控除に
よって免税点未満となり、納税通知書が送付されない
場合もあります。）
　住宅用土地の軽減措置を受ける
ためには申請が必要です。ながの
電子申請サービスによるオンライ
ン申請も可能です。
　詳細は、長野県公式ホームペー
ジをご覧ください。

【問い合わせ】　東信県税事務所　課税課　課税第二係
　 ０２６７-６３-３１３８

知

　食品取扱い従事者の皆さんへ 検便実施のお知らせ
と　き　６月１日㈪　９時から10時30分まで
ところ　佐久食品衛生協会軽井沢支部事務所（発地市庭内）
　　　　借宿公民館・旧軽井沢公民館・新軽井沢会館
と　き　６月２日㈫　９時から10時30分まで
ところ　佐久食品衛生協会軽井沢支部事務所（発地市庭内）
検査費用　１検体：440円（税込）
持 ち 物　会員証・検便・保菌検査申請書・検査費用

【問い合わせ】　佐久食品衛生協会事務局
0267-64-2200

知

　障がい者手帳をお持ちの方の軽自動車税の減免
　障がい者手帳をお持ちの方が所有する軽自動車で一
定の要件にあてはまる場合、申請することで軽自動車
税の減免を受けることができます。
※減免を受けられるのは、軽自動車税と自動車税のい

ずれか１台です。
　詳しくは、税務課町民税係へ問い合わせてください。
　自動車税については、長野県東信県税事務所へ問い
合わせください。

【問い合わせ】　税務課　町民税係　 45-8514
長野県東信県税事務所　 0267-63-3135

知

軽井沢発地市庭
ホームページ

ながの電子申請サイト
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お知らせ  Information

頭と体の健康教室
　「頭と体の健康教室」に初めて参加する方が対象で
す。楽しく頭と体を動かしましょう。継続して参加す
ることで認知症予防に効果的です。

と　き　５月８日㈮　デイサービス食堂
　　　　※祝日と重なり変更になっています。
　　　　５月19日㈫　木もれ陽の里　会議室１
　　　　いずれも13時30分から14時30分まで
参加費　無料　　持ち物　飲み物、筆記用具
定　員　10名（要予約）

【申し込み・問い合わせ】　社会福祉協議会　 45-8113

イ

５月
日曜・祝日緊急医

〈診療時間〉
　医科：９時から17時まで
　歯科：９時から12時まで

※緊急医・診療時間については、都合に
より変更になる場合があります。

※小諸地区の緊急医・薬局については、
町ホームページをご覧ください。

町ホームページ
日曜・祝日緊急医

【問い合わせ】
保健福祉課  保健センター

45-8549

５月 浅麓地区医科 浅麓地区歯科 浅麓地区薬局

３日（日・祝） 軽井沢病院
45-5111

土屋歯科医院
45-4512

友愛薬局
44-3666

４日(月・祝) 軽井沢病院
45-5111

友愛薬局
44-3666

５日(火・祝) 軽井沢病院
45-5111

シンビ堂中軽井沢薬局
45-7520

６日(水・振) 軽井沢病院
45-5111

植木歯科医院
45-5291

高橋薬局
45-5063

10日㈰ 軽井沢西部総合病院
32-4711

てらお歯科医院
42-9123

シンビ堂薬局
42-7887

17日㈰ 軽井沢西部総合病院
32-4711

ひまわり薬局
31-3120

24日㈰ 軽井沢病院
45-5111

桐万薬局
45-5188

31日㈰ 軽井沢西部総合病院
32-4711

シンビ堂御代田薬局
32-8622

　脳いきいき健康サロン
　懐かしい歌を歌いながら脳トレをします。簡単なダ
ンスのふりを覚えて音楽に合わせて一緒に踊りましょ
う。フォークダンスや気功にも取り組みます。

と　き　５月11日㈪　14時から
ところ　木もれ陽の里　デイサービス食堂
参加費　無料　　持ち物　飲み物
定　員　15名（要予約）

【申し込み・問い合わせ】　社会福祉協議会　 45-8113

イ

　令和８年度　ノルディックウォーキング教室のご案内
　保健補導員会では、地域の皆さんの健康増進を図るため、ノルディックウォーキング教室を開催しています。
　ノルディックウォーキングは、２本のポールを使用しウォーキングを行います。体の90％の筋肉を使うため、通
常のウォーキングよりも消費エネルギーが高く、また正しい姿勢で歩くことができます。
　年間を通して実施しており、各開催日でコースや距離が異なりますが、毎回講師からの説明があるため、初心者
の方でも安心して歩けますのでぜひご参加ください。

　　　　　　　～第１回ノルディックウォーキング～
　と　　き　５月19日㈫　９時30分から11時30分まで　受付：９時15分から
　と こ ろ　浅間ふれあい公園・1000ｍ林道コース（スタートアップコース）
　　　　　　悪天候時は木もれ陽の里で屋内運動を行います。
　参 加 費　無料
　持 ち 物　ウォーキング用シューズ、リュック、タオル、帽子、飲み物、ポール※
　　　　　　※ポールを持っていない方は無料レンタルができます
　締め切り　５月18日㈪まで

【問い合わせ】　保健福祉課　保健センター　 45-8549

知
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内　　容 と　　き 対　象　等

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

31‐６
１
２
１

９・10か月児健診
１日㈮ 
①グループ　13時から
②グループ　14時15分から

【対　象】　
令和７年６・７月生
グループは案内はがきを確認してください。

乳幼児相談（予約制）
妊婦相談も応じます。

11日㈪・25日㈪
９時から12時まで
(計測のみの方は11時30分まで) 

【対　象】　０歳から就学前までの乳幼児・妊婦
保健師・栄養士が相談に応じます。
計測のみの方は予約不要です。

３歳児健診
21日㈭
①グループ　12時30分から
②グループ　14時15分から

【対　象】令和５年４月から５月20日生
※事前に案内・キットを送付しますので詳細はそち

らをご覧ください。

離乳食教室（予約制） 27日㈬
９時30分から11時30分まで

【対　象】　令和７年10・11月生
希望者のみです
対象月齢でない方も希望する場合は問い合わせてください。

プレママパパクラス
（２回目）

28日㈭
10時から12時まで（受付９時50分）

【対　象】　出産予定日が令和８年７月から９月の妊婦。
パパになる方もぜひ参加してください。

な
な
い
ろ
軽
井
沢

31‐６
７
１
０

発達相談（予約制）
１日３枠（１枠１時間程度）

20日㈬　①９時から
②10時30分から　③13時から

【対　象】
０歳から18歳までの児童およびその保護者

ペアレントトレーニング
全４回プログラム

（予約制）

５月21日㈭
６月18日㈭
７月23日㈭
８月27日㈭
全日程10時から12時まで

【対象など】
０歳から小学生までの保護者
日常生活の子育ての困りごとを解消し、楽しく子育て
ができるように応援するプログラムです。

【その他】
予約制です。
全ての日程に参加できるようにお願いします。
定員がありますので５月15日㈮までに申し込んでください。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
る
る
ぱ
る
」　

45‐５
７
４
４

おねんねアート
季節のパネルをバックに写真が撮れます。

11日㈪から16日㈯
25日㈪から30日㈯
10時から12時まで、13時から15時まで

【対　象】　０歳から３歳児向け

作ってあそぼう！ 12日㈫
10時30分から11時まで 【対　象】　１歳児から３歳児向け

リズムあそび
親子で楽しむふれあい遊びをします。

13日㈬・27日㈬
11時から11時15分まで 【対　象】　０歳から３歳児向け

子育て講演会（予約制）
「色遊び」

身近な花や色で遊ぼう

19日㈫
10時30分から11時30分まで

【講師】　風越幼稚園の先生
【対象】　未就学児とその保護者
【申込】　18日㈪まで
※定員10組（事前申し込みが必要です。）

ハッピーバースデイ
誕生月のお子さんの手形足形をとり、誕生日カードを作ります。 随時 【対　象】　５月生まれの未就学児とその保護者

おはなしでてこい 22日㈮
10時30分から11時まで 【対　象】　０歳から３歳児向け

子育てダイヤル
毎週月曜日から土曜日
９時30分から12時まで
13時から16時まで

【対　象】　０歳から３歳児とその保護者
※保健師・保育士・管理栄養士が育児に関する相談
　に応じます。

ぴよぴよベビー相談
毎週月曜　13時から16時まで
毎週水曜日・木曜日
９時30分から12時まで

【対　象】　０歳から３歳児とその保護者
※助産師が授乳や産後の体調の相談に応じます。

保
育
園

園開放（南保育園）（西保育園）
いっしょに遊びましょう

８日㈮
10時から11時まで

【対　象】　未就園児　【持ち物】　上履き、水筒
南保育園 45-6516　西保育園 45-1984

園開放（東保育園）
いっしょに遊びましょう

12日㈫
10時から11時まで

【対　象】　未就園児　【持ち物】　上履き、水筒
東保育園　 42-3808

園開放（中保育園）
いっしょに遊びましょう

18日㈪
10時から11時まで

【対　象】　未就園児　【持ち物】　上履き、水筒
中保育園　 45-5557

て子 育 ひ
ろ ばて子5555月月月月5月 育 ひ
ろ ば
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３
月
の
定
例
教
育
委
員
会
が
25
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

事
務
局
よ
り
次
の
案
件
を
提
出
し
、
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

【
審
議
事
項
】

①
各
種
行
事
へ
の
後
援
等
に
つ
い
て

②
軽
井
沢
町
指
定
文
化
財
の
指
定
に
つ
い
て

③
軽
井
沢
町
社
会
教
育
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

④
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
利
用
に
つ
い
て

３
月
定
例
教
育
委
員
会

Karuizawa Board of Education Newsletter

教 育 委 員 会 だ よ り

　

今
回
は
町
立
小
中
学
校
の
学
校

給
食
と
地
域
の
方
々
に
つ
い
て
紹

介
い
た
し
ま
す
。

　

町
立
小
中
学
校
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
学
校
に
給
食
室
が
あ
り
、
出
来

立
て
の
給
食
を
提
供
し
て
い
る
自

校
式
給
食
で
す
。
給
食
の
時
間
に

は
、
給
食
室
の
前
で
こ
ど
も
た
ち

が
「
手
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。
い

た
だ
き
ま
す
。
」
と
毎
日
元
気
に

挨
拶
を
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
ど
も

た
ち
の
健
康
増
進
、
こ
れ
か
ら
成

長
し
て
い
く
に
つ
れ
て
こ
ど
も
た

ち
自
身
で
食
べ
る
も
の
を
選
択
し

て
い
く
と
き
に
、
給
食
が
そ
の
一

助
と
な
れ
る
よ
う
正
し
い
食
の
知

識
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

　

こ
ど
も
た
ち
を
想
っ
て
学
校
給

食
に
携
わ
っ
て
く
だ
さ
る
方
々
を

紹
介
し
ま
す
。

●
学
校
給
食
応
援
隊

　

学
校
給
食
応
援
隊
は
、
学
校
給

食
に
軽
井
沢
産
の
新
鮮
な
野
菜
を

取
り
入
れ
、
こ
ど
も
た
ち
の
食
育

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
発
足

し
た
生
産
者
の
方
々
の
組
織
で

す
。
キ
ャ
ベ
ツ
、
レ
タ
ス
、
大

根
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
玉
ね
ぎ
な
ど

学
校
給
食
応
援
隊
の
方
々
が
つ

く
っ
て
く
だ
さ
っ
た
野
菜
を
普
段

の
給
食
で
も
使
用
し
て
い
ま
す
。

●
シ
ェ
フ
給
食

　

令
和
６
年
２
月
か
ら
始
ま
っ
た

シ
ェ
フ
給
食
で
す
が
、
学
校
給
食
応

援
隊
の
方
が
つ
く
っ
て
く
だ
さ
っ
た

野
菜
を
お
い
し
く
食
べ
て
ほ
し
い
と

い
う
想
い
か
ら
、
町
内
の
ホ
テ
ル
・

レ
ス
ト
ラ
ン
の
シ
ェ
フ
が
お
い
し
く

料
理
を
す
る
こ
と
に
手
を
貸
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
シ
ェ
フ
給
食

は
、
レ
シ
ピ
を
考
案
し
て
く
だ
さ
る

シ
ェ
フ
と
当
日
各
校
で
実
際
に
調
理

を
手
伝
っ
て
く
だ
さ
る
シ
ェ
フ
が
い

ま
す
。
野
菜
を
生
産
し
て
く
だ
さ
る

学
校
給
食
応
援
隊
、
レ
シ
ピ
を
考
案

し
て
く
だ
さ
る
シ
ェ
フ
、
調
理
を
手

伝
っ
て
く
だ
さ
る
グ
ラ
ン
ド
エ
ク
シ

ブ
軽
井
沢
の
シ
ェ
フ
の
方
々
が
こ
ど

も
た
ち
の
た
め
に
力
を
貸
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。

　

シ
ェ
フ
給
食
当
日
に
は
、
メ

ニ
ュ
ー
の
こ
と
以
外
に
も
、
長
野
県

の
特
産
物
で
あ
る
食
材
に
つ
い
て
、

職
業
と
し
て
生
産
者
や
料
理
を
作
る

職
業
が
あ
る
こ
と
等
、
シ
ェ
フ
の
言

葉
で
直
接
こ
ど
も
た
ち
へ
伝
え
て
く

だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

令
和
９
年

「
軽
井
沢
町
二は

十た

歳ち

の
集
い
」

実
行
委
員
募
集
！

教
育
委
員
会

　
　
　
　
取
組
紹
介

　
シ
ェ
フ
給
食
を
通
し
て
こ
ど
も
た
ち

に
は
、
感
謝
の
心
や
食
の
楽
し
さ
、
こ

ど
も
た
ち
の
地
元
で
あ
る
軽
井
沢
の
魅

力
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
関
係
者
の

方
々
に
協
力
い
た
だ
き
、
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

　
令
和
８
年
度
は
７
月
１
日
㈬
、
12
月

１
日
㈫
、
令
和
９
年
２
月
３
日
㈬
に
町

立
小
中
学
校
で
実
施
し
ま
す
。

　

 

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
普
段
の
給
食
や

シ
ェ
フ
給
食
の
様
子
を
載
せ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
次
号
で
は
学
校
給
食
応
援

隊
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

こ
ど
も
教
育
課　
学
校
教
育
係

45‐８
６
７
２

シェフが説明する様子

佐久鯉を使用した
「恋するフィッシュアンドチップス」

　
令
和
９
年
１
月
に
実
施
さ
れ
る
二
十
歳
の
集
い

の
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
一
生
に
一
度
の

二
十
歳
の
集
い
を
心
に
残
る
も
の
に
し
ま
せ
ん
か
。

内　
　
容　
企
画
お
よ
び
準
備
・
運
営
等

募
集
人
員　
８
名
程
度

募
集
対
象　
平
成
18
年
４
月
２
日
生
か
ら

　
　
　
　
　
平
成
19
年
４
月
１
日
生
で
式
典
と

　
　
　
　
　
実
行
委
員
会
委
員
と
し
て
活
動

　
　
　
　
　
可
能
な
方

応
募
方
法　
中
央
公
民
館
窓
口
、

　
　
　
　
　
電
話
ま
た
は
二
次
元

　
　
　
　
　
コ
ー
ド
か
ら
申
し
込

　
　
　
　
　
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
中
央
公
民
館　

45‐８
４
４
６

町ホームページ
町立小中学校の
学校給食について
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令和８年度  町等職員随時追加募集
職　　種 資格要件 受付期間 問い合わせ

会
計
年
度
任
用
職
員

保　育　士 保育士の資格を有する方

毎月12日まで
（休日の場合は

翌平日）

こども教育課
児童係
45-8672児童厚生員

下記のいずれかの免許・資格を
有する方
・保育士　・社会福祉士
・幼稚園、小、中、高等学校教員
　免許状を有する方　等

図書館
（司書・図書館事務）

７月１日㈬から
10月31日㈯まで勤務が可能な方
７時間45分（休憩１時間）
施設の清掃・維持管理含む

５月15日㈮まで
申込書を生涯学習
課窓口で受け取る
か、町ホームペー
ジからダウンロー
ドし、必要事項を
記入のうえ生涯学
習課へ提出してく
ださい。

図書館係
41-0850

旧近衛文麿別荘（事務職） ７月１日㈬から
10月31日㈯まで勤務が可能な方
７時間45分（休憩１時間）
施設の清掃・維持管理含む

生涯学習課
文化振興係

45-8695
旧雨宮邸新座敷（事務職）

型絵染美術館（事務職）

駐車場管理員
７月１日㈬から
９月30日㈬まで勤務が可能な方
普通自動車運転免許を有する方

採用者が決定する
まで

観光経済課
観光商工係

45-8579

令
和
８
年
度　
就
学
援
助
制
度
の
お
知
ら
せ

　
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
生
徒
の
保
護
者

に
、
学
用
品
費
や
修
学
旅
行
費
等
の
一
部
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

●
手
続
き
方
法

　
　
就
学
援
助
を
希
望
す
る
方
は
、
通
学
し
て
い
る
小
中
学
校
を
通
じ

て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
者
の
世
帯
の
収
入
等
の
調
査
を
行
い

援
助
の
可
否
を
認
定
し
ま
す
が
、
申
請
条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場

合
や
申
請
内
容
に
虚
偽
が
判
明
し
た
場
合
は
認
定
と
な
り
ま
せ
ん
。

●
受
付
締
切　
５
月
15
日
㈮
ま
で

※
締
切
日
以
降
も
追
加
の
申
請
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。（
申
請

月
か
ら
の
月
割
の
金
額
を
援
助
し
ま
す
）

※
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
こ
ど
も
教
育
課　
学
校
教
育
係　

45‐８
６
７
２

●
援
助
対
象
者

　
町
に
住
所
を
有
し
、
町
立
ま
た
は
国
・
都
道
府
県
立
の
小
中
学

校
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
で
、
生
活
保
護
は
受
け
て
い

な
い
が
、
こ
れ
に
準
ず
る
程
度
に
生
活
が
困
難
で
あ
り
、
次
の
理

由
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

⑴
生
活
保
護
が
停
止
、
ま
た
は
廃
止
と
な
っ
た

⑵
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
（
非
課
税
世
帯
）

⑶
住
民
税
・
個
人
の
事
業
税
・
固
定
資
産
税
の
い
ず
れ
か
の
減
免

を
受
け
て
い
る

⑷
国
民
年
金
掛
金
・
国
民
健
康
険
税
の
減
免
ま
た
は
徴
収
の
猶
予

を
受
け
て
い
る

⑸
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る

⑹
生
活
福
祉
資
金
貸
与
を
受
け
て
い
る

⑺
保
護
者
が
失
業
対
策
事
業
適
格
者
手
帳
を
有
す
る
日
雇
労
働
者

ま
た
は
職
業
安
定
所
登
録
日
雇
労
働
者
で
あ
る

⑻
保
護
者
の
職
業
が
不
安
定
で
、
生
活
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る

⑼
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
・
学
級
費
等
の
学
校
納
付
金
の
減
免
が
行
わ
れ
て
い
る

教 育 委 員 会 だ よ り

文化施設無料公開のお知らせ
　５月５日（火・祝）から11日㈪まで「こどもまんなか児童福祉週間」です。町では、５月５日（火・祝）に次の施設を無料
公開します。

と　　き　５月５日（火・祝）
対象施設　・歴史民俗資料館 ・旧近衛文麿別荘（市村記念館） ・追分宿郷土館 ・堀辰雄文学記念館 ・軽井沢町植物園
対 象 者　中学生以下

【問い合わせ】　生涯学習課　文化振興係　 45‐８６９５
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令和８年度  こもれびの街  講座メニュー
　『こもれびの街講座』は、町政への理解と積極的なまちづくりへの参加を目的として、町の皆さんの知りたいことに町職
員等が出向いておはなしや体験会等をするサービスです。（無料）
　令和８年度の講座メニューを次のとおり用意しましたので、受講を希望される方は次の手順に従って申し込んでください。

※会場等は申請団体が手配してください。また、会場の利用料といった講座に要する経費は申請団体負担となります。
※業務の都合上、希望日に必ず受講できるとは限りません。

手順１▶講座を計画　原則として５名以上のグループ（サークル、学級等）でメニューから好きな講座を選んでください。
　　　　　　　　　　◦休日・祝日を除く午前９時から17時までの間に職員を派遣します。（休日・祝日や時間外を希望
　　　　　　　　　　　される場合は、要相談）
　　　　　　　　　　◦１日２講座まで申し込み可能です。
手順２▶申し込み　　実施希望日と会場を決め、実施希望日から10日前までに社会教育係へ申し込んでください。
　　　　　　　　　　受付後、担当課と日時や派遣職員等を調整し、グループへ連絡します。

【申し込み・問い合わせ】　生涯学習課　社会教育係　 45-8695

No 講　座　名 所要時間 担当課
1 選挙について 30分 総務課
2 ユニバーサルデザインについて 30分

総合政策課3 長期振興計画について 45分
4 軽井沢町の統計について 30分
5 防災について 60分
6 DX推進計画について 60分 情報推進課
7 町税について 30分 税務課
8 介護保険について 20～30分

保健福祉課

9 障害者差別解消法について 30分
10 避難行動要支援者名簿について 30分
11 障がい者への理解について 75分
12 食育について 30～60分

13 健康に関する話 30～60分

14 フレイル予防かるた 60分
15 認知症サポーター養成講座 90分
16 成年後見制度について 30分
17 子育て支援出前講座 30分
18 マイナンバーについて 30分

住民課

19 悪質商法や詐欺について 30分
20 後期高齢者医療制度について 30分
21 国民健康保険について 40分
22 特定健康診査について 40分
23 地域公共交通計画について 30分
24 交通安全教室 30分
25 軽井沢町ゼロカーボンシティ実現へ向けて 30分

環境課

26 環境基本計画について 30分
27 軽井沢町植物探訪Vol.1　長倉公園を歩く 90分
28 特定外来生物（植物）について 30分
29 ごみの分別収集について 30分
30 野生動物とのつきあいかた 30分
31 軽井沢町観光ビジョンについて 30分

観光経済課32 森林経営管理制度について 20分
33 ニュースポーツ体験会 120分
34 軽井沢町の都市計画について 30分 地域整備課
35 下水道の役割について 40分 上下水道課36 上水道のしくみについて 40分

No 講　座　名 所要時間 担当課
37 火災から命と財産を守ろう 60分

消防課38 火消し講座 40分
39 応急手当講習 60分
40 庁舎改築周辺整備事業について 60分 新庁舎周辺整備課
41 リハビリ体操で健康生活を送ろう！ 50分 軽井沢病院
42 誰もが暮らしやすい地域ってどんなこと？ 60分

社会福祉
協議会43 地域通貨“ルイザ”について 40分

44 避難所運営ゲームＨＵＧ 90分
45 様々な人権課題 20分～ 生涯学習課
46 公民館の利用について 30分 中央公民館47 公民館分館を知ろう 30分
48 歴史民俗資料館へようこそ 50分

歴史民俗
資料館49 旧近衛文麿別荘（市村記念館）について 30分

50 軽井沢町の宝、指定文化財を知ろう！ 40分
51 追分宿郷土館に行こう！ 30分

追分宿
郷土館

52 江戸時代の追分宿について 60分
53 追分宿宿場散策 120分
54 火起こし体験 60分
55 縄文土器づくり 120分
56 勾玉づくり 120分
57 『美しい村』を訪ねて 50分

堀辰雄
文学記念館58 手のひらサイズの本づくりワークショップ 60分

59 堀辰雄と信濃追分について 50分
60 軽井沢にある県指定天然記念物 30分

植物園

61 軽井沢で発見された植物について 30分
62 軽井沢で見られなくなった植物 30分
63 町花サクラソウ 30分
64 軽井沢で初めて見つかった外国の植物 30分
65 栄養によって性を変える植物 30分
66 モミジの仲間の分類 30分
67 毛虫と葉と鳥について 30分
68 植物の観察と名前調べ 30分
69 図書館にいらっしゃい！ 30分 図書館70 おはなしお届けします 30分

教 育 委 員 会 だ よ り

※実施中の事故等につきましては、事務局および担当課では一切
の責任を負いません。

※講座の録画・録音は原則禁止とします。
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教 育 委 員 会 だ よ り

講座案内
○やさしいフラダンス教室  前期　定員：10名 講　師 福本 敦子　先生

と　き ５月22日・６月19日・７月10日・31日（全４回）　金曜日　13時30分から15時まで

費　用 無料 持ち物 動きやすい服装・飲み物など

○健康づくりのための太極拳講座  金曜日　定員：15名 講　師 軽井沢武術太極拳クラブ

と　き ５月29日・６月12日・26日・７月10日・24日・31日・８月14日・28日・９月11日・25日
（全10回）　金曜日　19時30分から21時まで

費　用 無料 持ち物 運動靴・動きやすい服装

○水彩画教室　　　　　　　　　　定員：８名 講　師 山﨑 ユリ　先生

と　き ５月20日・６月17日・７月15日・９月16日・10月21日・11月18日・12月16日・１月13日
（全８回）　木曜日　13時から15時まで

費　用 無料 持ち物 水彩セット・スケッチブック、鉛筆、ねりゴム
または消しゴム、ガラスコップなど

○わが家のお金の基本講座（NEW） 定員：10名 講　師 廣澤 知子　先生

と　き ５月25日・６月１日・22日、７月６日、20日、８月17日（全６回）　月曜日　14時から15時まで

費　用 無料 持ち物 筆記用具、電卓

○和食料理教室　　　　　　　　　定員：10名 講　師 くつかけステイ　福本 啓太　先生

と　き ６月７日（全１回）　日曜日　10時30分から13時30分まで

費　用 大人　1,500円　子ども（小学生）　500円 持ち物 エプロン、ふきん、マスクなど

○愛犬のしつけ方教室～春～　　　定員：10名 講　師 獣医師　山下 國廣　先生

と　き ５月23日・30日・６月13日・20日（全４回）　土曜日　10時から12時まで

費　用 500円 持ち物 筆記用具

○Webアプリ体験講座（NEW）　定員：８名 講　師 栁沢 瀧登　先生

と　き ５月28日・６月２日・４日・９日・11日・16日・７月２日（全７回）　火曜日・木曜日
14時から16時まで

参加条件 最低限パソコンまたはスマートフォンの操作ができる方

費　用 500円 持ち物 スリッパ・パソコン（スマホも可）など

○スマートフォン・タブレット教室　　定員：６名 講　師 西原 恭子　先生

と　き ６月10日・17日・24日・７月１日・８日・15日（全６回）　水曜日　10時から12時まで

費　用 テキスト代　1,100円 持ち物 スマートフォンまたはタブレット、スリッパなど

○AI入門講座「スマホとAIで広がる暮らしのヒント」（NEW）  定員：６名 講　師 西原 恭子　先生

と　き ５月27日（全１回）　水曜日　10時から12時まで

費　用 テキスト代　500円 持ち物 スマートフォンまたはタブレット、スリッパなど
　※煎茶教室は中止になりました。

［オンライン申込］
町ホームページ

中央公民館５月の講座案内

【申し込み・問い合わせ】　中央公民館　 ４５‐８４４６
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中央公民館
対　象　者 町内在住者または在勤者　※受講希望者が５名以内のときは、開講しません。

申し込み ５月７日㈭８時30分から、中央公民館窓口、電話または二次元コードより申し込んでください。

○軽井沢彫教室　　　　　　　　　定員：20名 講　師 上田 公三　先生

と　き ５月28日・６月11日・25日・７月９日・16日・９月３日・17日・10月１日・15日・22日（全10回）
木曜日　18時30分から20時30分まで

費　用 1,000円 持ち物 筆記用具、彫刻刀

○美文字教室　　　　　　　　　　定員：12名 講　師 荻原 留美子　先生

と　き ５月26日・６月23日・７月14日・８月４日・９月１日・10月13日・11月24日・12月22日・
１月19日・２月16日（全10回）　火曜日　13時30分から15時まで

費　用 無料 持ち物 筆・ボールペン（万年筆も可）など

○いけばな教室　　　　　　　　　定員：10名 講　師 三尾 初枝　先生

と　き ６月５日・19日・７月３日・17日・８月21日・９月11日・25日・10月９日・30日・11月20日
（全10回）　金曜日　13時30分から15時30分まで

費　用 12,000円（１回1,200円）
（初回に徴収します。） 持ち物 なし

○ワクワク気功で日常生活に活かせる立ち方を（NEW）　定員：10名 講　師 割田 さえ子　先生

と　き ５月25日・28日・６月29日・７月２日（全４回）　月曜日・木曜日
14時から15時30分まで

費　用 無料 持ち物 靴下（なるべく５本指のもの）

○やりなおし英会話　　　　　　　定員：15名 講　師 永島 千絵　先生

と　き ５月20日・６月17日・７月22日・８月19日・９月16日・10月21日・11月18日・12月16日・
１月13日・２月17日（全10回）　水曜日　19時から20時30分まで

参加条件 中学生以上　普段からあまり英語に接していない方

費　用 テキスト代：初めての方：4,600円
昨年度受講者：800円 持ち物 筆記用具・和英辞書（お持ちの方のみ）

○ビジネス英会話入門　　　　　　定員：15名 講　師 永島 千絵　先生

と　き ５月21日・６月18日・７月23日・８月20日・９月17日・10月22日・11月19日・12月17日・
１月14日・２月18日（全10回）　木曜日　９時30分から11時まで

参加条件 中学生以上　英検３級以上の方

費　用 テキスト代：初めての方：4,500円
昨年度受講者：800円 持ち物 筆記用具・和英辞書（お持ちの方のみ）

○はじめてのピラティス教室　　　定員：15名 講　師 小林 亜希子　先生

と　き ５月27日・６月３日・17日・24日・７月１日・15日・22日・８月19日・26日・
９月２日・16日・30日（全12回）　水曜日　11時30分から12時45分まで

費　用 無料 持ち物 ヨガマット・タオル・飲み物
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歴
史
民
俗
資
料
館
体
験
講
座

勾ま
が
た
ま玉
づ
く
り
教
室

　
町
で
は
古
墳
時
代
の
入
山
峠
祭

祀
遺
跡
か
ら
勾
玉
が
出
土
し
て
い

ま
す
。
古
代
の
人
が
ど
の
よ
う
に

勾
玉
を
つ
く
っ
た
の
か
、
一
緒
に

考
え
な
が
ら
つ
く
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。

と　
き　
5
月
16
日
㈯

　
　
　
　
10
時
か
ら
12
時
ま
で

と
こ
ろ　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
蔵

　
　
　
　
（
離
山
公
園
内
）

定　
員　
20
名
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

申
し
込
み　
5
月
１
日
㈮
9
時
よ

り
電
話
・
窓
口
で
受
け
付
け
ま

す
。

　
小
学
生
の
方
は
保
護
者
と
参
加

く
だ
さ
い
。

※
汚
れ
て
も
良
い
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　 【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

歴
史
民
俗
資
料
館

42‐６
３
３
４

堀
辰
雄
文
学
記
念
館

野
い
ば
ら
講
座

　
堀
辰
雄
文
学
記
念
館
で
は
、
堀

辰
雄
の
命
日
（
５
月
28
日
）
に
ち

な
み
、「
野
い
ば
ら
講
座
」
を
開
催

し
ま
す
。

と　
き　
５
月
30
日
㈯

　
　

 

13
時
30
分
か
ら
15
時
ま
で

と
こ
ろ　

 

堀
辰
雄
文
学
記
念
館 

演　
題 

「
堀
辰
雄
と
多
恵

　
　
　

 

―
堀
文
学
を
支
え
て
―
」

講　
師　

 

菊
地 

響
子 

氏

　
　
　
　
（
堀
辰
雄 

遺
族
）

定　
員　
30
名　
先
着
順

受
講
料　
無
料
（
入
館
料
の
み
）

入
館
料　
大
人　
　
　
４
０
０
円

　
　
　
　
小
中
高
生　
２
０
０
円

申
し
込
み　
５
月
１
日
㈮
９
時
よ

り
電
話
・
窓
口
に
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

春
期
企
画
展
開
催
中

「『
堀
辰
雄
詩
集
』と
人
々
」

　
堀
辰
雄
の
詩
の
世
界
と
、
詩
集

を
彩
る
深
沢
紅
子
の
水
彩
画
、
そ

し
て
立
原
道
造
を
は
じ
め
と
す
る

『
堀
辰
雄
詩
集
』
周
辺
の
人
々
と

堀
と
の
交
流
を
様
々
な
資
料
か
ら

紹
介
し
て
い
ま
す
。

※
駐
車
場
は
、
堀
辰
雄
文
学
記
念

館
駐
車
場
お
よ
び
追
分
宿
駐
車

場
（
浅
間
神
社
前
）
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

堀
辰
雄
文
学
記
念
館45‐２

０
５
０

教 育 委 員 会 だ よ り

町ホームページ
イベント情報

軽
井
沢
の
植
物
と

方
言 

110

　
町
内
の
山
地
の
や
や
乾
い
た
草

原
等
に
生
え
、
北
海
道
、
本
州
、

四
国
、
九
州
等
に
分
布
す
る
多
年

草
で
す
。
５
月
中
旬
か
ら
６
月
中

旬
頃
、
紫
色
の
花
を
つ
け
ま
す
。

名
前
は
、
花
弁
の
基
部
に
綾
に

な
っ
た
目
が
あ
る
こ
と
に
由
来
す

る
等
、
幾
つ
か
の
説
が
あ
る
よ
う

で
す
。

方
言
と
由
来
等

①
ム
ラ
サ
キ
ア
ヤ
メ

花
が
紫
色
で
あ
る
と
の
意
味
。

【
参
考
文
献
】
佐
藤
邦
雄（
１
９
７
８
）

　
信
州
佐
久
の
植
物
方
言

【
問
い
合
わ
せ
】

植
物
園　

48‐３
３
３
７ アヤメ　綾目　文目

植
物
園
だ
よ
り

●
軽
井
沢
町
の
町
花

　
サ
ク
ラ
ソ
ウ
が
見
頃
を
迎
え
ま
す

　
町
内
の
山
野
の
湿
り
気
の
あ
る

場
所
等
に
生
え
、
北
海
道
、
本
州
、

九
州
等
に
分
布
す
る
多
年
草
で
す
。

植
物
園
で
は
、
５
月
上
旬
か
ら
下

旬
頃
に
、
紅
紫
色
の
花
が
見
頃
を

迎
え
ま
す
。

 ●
ユ
ウ
ス
ゲ
の
苗
を
配
布
し
ま
す

と
き　
５
月
４
日（
月・祝
）

　
　
　
み
ど
り
の
日　
９
時
か
ら

内
容　
植
物
園
で
育
て
た
播
種
後

　
　
　
５
年
以
上
の
苗
。

　
入
園
者
１
人
（
入
園
券
１
枚
）

に
つ
き
ユ
ウ
ス
ゲ
の
苗
１
株
を

３
０
０
名
様
に
配
布
し
ま
す
（
先

着
順
）。

●
植
物
観
察
会
を
開
催
し
ま
す

①
５
月
10
日
㈰　
春
の
植
物
観
察
３

　
　
植
物
園
が
保
全
す
る
長
野
県
の

希
少
野
生
植
物
の
ひ
と
つ
タ
デ
ス

ミ
レ
。
実
際
に
栽
培
し
て
気
が
付

い
た
事
等
紹
介
し
な
が
ら
、
見
頃

を
迎
え
る
植
物
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

②
５
月
24
日
㈰　
春
の
植
物
観
察
４

　
　
町
の
準
町
花
ハ
ナ
ヒ
ョ
ウ
タ
ン

ボ
ク
、
ほ
か
の
地
域
で
は
容
易
に

見
ら
れ
な
い
こ
の
植
物
の
特
徴
を

紹
介
し
な
が
ら
季
節
に
見
頃
を

迎
え
る
植
物
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

と　
き　
両
日
と
も
10
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
11
時
30
分
ま
で

と
こ
ろ　
植
物
園

講　
師　
植
物
園
長

申
し
込
み　
５
月
５
日（
火・祝
）９

時
よ
り
電
話
、
ま
た
は
植
物
園
窓

口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

定　
員　
各
回
30
名
（
先
着
順
）

参
加
料　
入
園
料
の
み

入
園
料　
小
学
生
以
上

　
　
　
　
１
人
１
回
１
０
０
円

　
　
　

 

（
展
示
館
入
館
料
含
む
）

※
天
候
状
況
等
に
よ
り
時
間
の
短
縮

や
観
察
会
を
中
止
に
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※
植
物
の
生
育
状
況
等
に
よ
り
内
容

が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
植
物
園　

48‐３
３
３
７

サクラソウ　桜草ユウスゲ　夕菅
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　	 　 ◇
中
軽
井
沢
図
書
館

　
　
　
　
　
5
月
イ
ベ
ン
ト

◎
町
立
図
書
館
名
誉
館
長

　
　
　
　
　
青
木
裕
子
の
朗
読
会

　
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」 

夏
目
漱
石 
著

　
と　
き　
5
月
9
日
㈯

　
開　
場　
13
時
30
分
か
ら

　
開　
演　
14
時
か
ら

※
申
し
込
み
不
要
で
す
。

◎
お
は
な
し
の
会

　
と　
き　
5
月
17
日
㈰

　
　
　
　
　
10
時
30
分
か
ら

◎
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
シ
ア
タ
ー

　
（
み
ん
な
で
シ
ネ
マ
上
映
会
）

　
「
博
士
と
彼
女
の
セ
オ
リ
ー
」

　
と　
き　
5
月
23
日
㈯

　
　
　
　
①
10
時
か
ら
（
吹
替
版
）

　
　
　
　
②
14
時
か
ら
（
字
幕
版
）

※
開
場
は
開
演
の
30
分
前
で
す
。

※
先
着
各
50
名
（
申
し
込
み
不
要
）

◇
今
年
も
国
立
国
会
図
書
館

か
ら
御
礼
状
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　　

町
立
図
書
館
が
参
加
し
て
い
る

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
で
多
く
の
デ
ー
タ
を
登
録
し
た

と
い
う
こ
と
で
3
年
連
続
で
御
礼

状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
質
問
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

◇
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス

○
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
と
は
？

　
　

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
と
は
、
図
書

館
員
が
皆
さ
ん
の
疑
問
や
質
問

に
、
図
書
館
の
資
料
を
使
っ
て

お
答
え
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

○
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
と
は
？

　
　

全
国
で
受
け
た
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
の
記
録
や
、
情
報
の
調
べ
方

を
図
書
館
員
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

に
登
録
し
、
国
立
国
会
図
書
館

が
ま
と
め
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
で

す
。

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
誰
で
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
実
際
に
受
け
た
質
問

 

「
三
笠
ホ
テ
ル
が
国
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
た
の
は
い
つ

か
？
」

 

「
自
動
販
売
機
は
ど
の
く
ら
い
前

か
ら
あ
っ
た
の
か
知
り
た
い
。」

 

「
リ
ス
の
し
っ
ぽ
は
何
で
長
い

の
？
」

図
書
館
コ
ー
ナ
ー

町立図書館
ホームページ

※蔵書検索・予約
　ができます。

新しい本が入りました!
DANGER	 村山　由佳　著
見えるか保己一	 蝉谷　めぐ実　著
長安のライチ　 馬伯庸　著　池田　智恵,　立原　透耶　訳
世界のものすごく小さな国
	 ゾラン・ニコリッチ　著,　高崎　拓哉　訳
かぶと	 藤川　智子　作

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

中
軽
井
沢
図
書
館

　

41‐０
８
５
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
41‐０
８
５
１

◎
図
書
館
友
の
会

・「
Ｃ
Ｅ
Ｐ
・
大
人
の
英
会
話
」

　
テ
ー
マ　
「
質
問
ゲ
ー
ム
」

　
と　
き　
5
月
14
日
㈭

　
　
　
　
　
13
時
か
ら

・「
図
書
館
研
究
会
」

　
テ
ー
マ　
「
図
書
館
で
企
画
し

　
　
　
　
　
て
ほ
し
い
こ
と
」

　
と　
き　
5
月
16
日
㈯

　
　
　
　
　
10
時
10
分
か
ら

◎
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
オ
オ
ル
リ

・「
朗
読
講
座
」

　
「
青
葉
の
笛
」
無
官
大
夫
敦
盛

　
　
　
　
　
　
白
洲
正
子 

　
と　
き　
5
月
15
日
㈮

　
　
　
　
　
13
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
　
15
時
30
分
ま
で

※
入
会
を
希
望
す
る
方
は
、
各

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
代
表
者
に

連
絡
が
必
要
で
す
。

※
図
書
館
専
用
駐
車
場
の
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

児童レファレンスコーナー
キャラクター
ものしりす

(C) 2014 Universal Studios. All Rights Reserved.
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と　き 開　演 公　演　内　容 問い合わせ

２日㈯ 16時 軽
井
沢
大
賀
ホ
ー
ル
２
０
２
６

春
の
音
楽
祭

西武グループpresents　大友直人 指揮
東京フィルハーモニー交響楽団　チェロ：水野優也

軽井沢大賀ホール
42-0055

３日（日・祝） 14時 軽井沢チェンバーオーケストラ
（企画・制作：東京文化会館）

４日（月・祝） 14時 サロンオーケストラジャパン ０歳からの音楽会
スペシャルゲスト：横山だいすけ　【未就学児入場可】

５日（火・祝） 14時 ギドン・クレーメル トリオ
６日（水・振） 16時 新妻聖子アコースティックコンサート

９日㈯ 15時 平和祈念コンサート
一般社団法人国際親善音楽交流協会

03-3406-3355（岩本）
（平日・10時〜18時）

10日㈰ 14時 木内愛菜ピアノリサイタル
【未就学児入場可】

日本ショパン協会長野支部
026-232-6032

15日㈮ 19時 EMI NITTA acoustic concert 2026 ～ Komorebi ～
【3歳から入場可】

株式会社FULLVOICE
https://tiget.net/events/468393

16日㈯ 16時30分 はやしべ さとし 三十歳の旅立ち ～叙情歌を道づれに～ 
軽井沢編 スーパーキャスト

026-263-1000
（平日・10時～19時）17日㈰ 14時 はやしべ さとし 三十歳の旅立ち ～叙情歌を道づれに～ 

軽井沢編　　　　　　　　　　　　　　　　　 　【完売】

24日㈰ 14時 軽井沢ファミリーオーケストラ 第11回定期演奏会
【入場無料・未就学児入場可】

軽井沢ファミリーオーケストラ
kozohayashikozo@gmail.com（林）

30日㈯ 14時 Duo SOIREE ピアノ連弾コンサート2026
【未就学児入場可】

090-2321-9996（柳沢）
090-8008-7739（西沢）

31日㈰ 14時 ぜりおけコンチェルト・シリーズ第6回
【入場無料※要申込み、もしくは公演チラシを持参】

Orchestra Dropwort
dropwort5@gmail.com

教 育 委 員 会 だ よ り

軽井沢大賀ホール5月コンサートスケジュール

【 公 演 開 催 会 場 】　軽井沢大賀ホール　 42-0055（９時から18時まで）
【チケット申し込み】　軽井沢大賀ホールチケットサービス　 31-5555（10時から18時まで）

※入場無料の公演は事前申込不要です。（５月31日は除く）　※各公演の問い合わせは、主催者へお願いします。
※公演により、チケットが売り切れの場合があります。

軽井沢大賀ホール
ホームページ

◇ギドン・クレーメル トリオ
とき　５月５日（火・祝）　14時開演
出演　ギドン・クレーメル（ヴァイオリン）、ギードレ・ディルヴァナウスカイテ（チェロ）
　　　ゲオルギス・オソーキンス（ピアノ）
曲目　ペルト：アリーナのために、ショパン：幻想ポロネーズ 変イ長調 作品61
　　　ベートーヴェン：ピアノ三重奏曲第7番 変ロ長調 作品97「大公」
料金　全席指定　SS席 売切れ、S席（1階･2階） 8,500円、A席 7,000円、B席 6,000円  他

軽井沢大賀ホール2026春の音楽祭
主催：軽井沢町・公益財団法人軽井沢大賀ホール

※公演の詳細、最新情報は軽井沢大賀ホールホームページで確認してください。
※売切れになっている券種がある場合があります。
※公演内容は変更になる場合があります。
軽井沢大賀ホールチケットサービス（窓口・電話31-5555）にてチケット販売中！

【問い合わせ】　軽井沢大賀ホール　 42-0055

ギドン・クレーメル トリオ
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わたくしたちのまち
前月比

人　口 21,744人 （－15）
男 10,330人 （－46）
女 11,414人 （+31）

世帯数 11,298世帯 （+33）
住民基本台帳４月１日現在
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　町で活動しているカーリングチームの選手が４月25日から５月２日
までスイス・ジュネーブで開催される「ACE＆COMPANY WORLD 
SENIOR CURLING CHAMPIONSHIPS 2026」に、日本代表として出
場することが決まり町長に報告しました。
　大会では松村保さん、瀧本裕香さんが選手として、松村なぎささん、園山
大介さんがコーチとして参加します。
　各国の強豪やメダリストも出場予定ですが、メダル獲得を目指すと意気
込みを語りました。

　町出身の曽根奏子さんが、JICA海外協力隊としてインドネシアへ派遣されること
が決まり、出発を前に町長を表敬訪問しました。
　バンドンに赴任し、２年間、日本語教育に携わります。「現地にはネイティブス
ピーカーの教員がいないため、自分にしかできない役割を果たしたい」と抱負を語
り、島ごとに異なる文化にも触れながら、日本語教育の向上に貢献したいと意欲を
語りました。

４月７日（役場）

４月３日（役場）

世界シニアカーリング選手権2026へ出場

JICA海外協力隊としてインドネシアへ派遣

　４月６日、小学校と中学校で入学式が行われました。
　小学校では、新入生が「一年生になったら」を元気いっぱいに歌い、会場は
温かな雰囲気に包まれました。
　児童たちは少し緊張した様子を見せながらも、晴れやかな表情で式に臨み、
これから始まる学校生活への期待を胸に、新たな一歩を踏み出しました。

中部小学校

西部小学校

東部小学校

軽井沢中学校


